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Ⅰ．2022 年度 事業総括 

川崎事業所（R 百合ヶ丘）の 2022 年度は、経営の安定を図るため

の利用稼働率の向上と、運営の安定を図るための人材の確保と定着

に努めました。 

まず、経営面については厳しい結果となりました。新型コロナを要

因とした入所延期や利用キャンセルなど、新規入所やショートステ

イの利用調整が滞り、年間の利用稼働率 90.3％、目標値 95％を達

成することができませんでした。また、事業費の支出管理によるコ

スト削減は図れたものの、物価や光熱水費の高騰により支出は増加

となりました。 

運営面における介護職員の人材確保については、特定技能生の採用

など増員に繋がり、且つ、リーダー職員の日々の取り組みにより、

職員育成の成果が現れてきています。一方で看護職員の確保は困難

な状況が続います。 

今年度の大きな出来事は、12 月に 2 番街ご利用者 11 名が新型コロ

ナに罹患したクラスターの発生です。2 番街介護職員が中心となり、

各職種が連携して対応した結果、更なる拡大を防ぎ、短期間で収息

させることができました。これも繰り返し実施してきた感染症研修

の成果であると感じています。最前線で対応した介護、看護職員の

強い使命感と、それを支えたチーム育明会の組織力を誇りに思うと

ともに、着実な成長を実感しています。 

 

川崎事業所の大きな強みである地域との連携は、新型コロナ禍によ

り制限せざるを得ない状況が続いておりますが、山中照三顧問をは

じめとする西塔之越自治会の皆様から、有形無形のご支援をいただ

きました事に感謝を申し上げます。 

 

施設サービスの細かな分野につきましては、以降の項目でご報告い

たします。 
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１． 財務 

（1）稼働率状況 

2022 年度、入退所数は前年並みで利用者数は安定していたが、上半期は入院

者が多く入所稼働率については苦戦したものの、ショートステイ床のミドル利

用や空床利用により総稼働率は比較的堅調に推移し、9 月には 94.5％の稼働

を得た。しかし、下半期については退所者のリカバリーにショートステイから

の入所が増え、そのタイミングで新型コロナによるクラスターが発生したため、

ショートステイの入所を控え、また、入院者の増加と長期化に加え、新型コロ

ナの影響により待機からの入所が滞ることもあり、稼働状況の低下の要因とな

った。結果、目標に届かず、年間の総稼働率は 90.3％であった。 

 

（2）安定した経営 

稼働率が目標に届かず、前年より介護報酬及び利用料が減少、業者との交渉や

変更、人材採用媒体の見直し、修繕等の内製化によりコスト削減を推進したが、

物価高騰、特に水道光熱費の高騰の影響を受け、安定した経営には及ばなかっ

た。 

 

（3）雇用の確保、安定 

地道な採用活動と特定技能等の外国人雇用を進めたことで、介護職員について

は退職者も少なく、比較的安定した体制が確保できた。 

他方、看護師については病気による長期療養者の職員の補充に苦戦し、やむな

く派遣社員の受け入れに頼らざるを得なかった。 

引き続き、客観性と透明性を担保した賃金体系を維持・雇用の安定と、適切な

採用を進めていく。 

 

 

（4）財務諸表の公表 

 事業所単位で貸借対照表や収支計算書及び監事監査意見書等を、何人も閲覧

できるようホームページで公表した。 
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２．組織 

（1）組織力の強化 

管理監督職員で構成した管理職会議及び副主任を加えた拡大管理職会議や、職

員会議を定例開催することにより、施設運営全般に関する情報の共有を図るこ

とに努めた。 

委員会活動においては、業務改善の提案や検討が活発に行われるようになり、

活動の成果も実感できるようになってきたが、特定の職員に集中する傾向があ

り、幅広い職員の参加と、積極的なリーダーシップの発揮に加え、統率するマ

ネジメント能力を身につける場として有効活用や、組織力の強化が今後の課題

である。 

 

（2）円滑な組織運営 

責任体制に従い、適切な上意下達を実施。また、意見があるときは組織系統に

従って上申するなど浸透を図った。一方でボトムネックとなるような構造が発

覚した場合には、即話し合い、解決に向けた対応を行い、末端まで周知させる

よう円滑な組織運営を目指した。 

 

（3）組織としての人材育成 

職員個々のスキルアップや資格取得支援に努めた。特に、資格取得支援につい

ては、スキルアップ研修を 6 ヶ月間に亘り開催し、1 名が介護福祉士国家資格

に合格した。また、次世代リーダー層の育成を目的としたステップアップ研修

も開催した。 

また、職員個々のスキルアップやキャリアアップを目的に、喀痰吸引等研修や

実務者研修、ファーストステップ研修等、外部研修の受講も計画的に進め、職

員の介護力の向上に繋がった。 

 

（4）広報活動 

広報誌「百合ヶ丘便り」を毎月発行し、コロナ禍により面会に制限がある中、ご

利用者家族にタイムリーに情報提供を行うことができた。 
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３．サービス 

 ケアサービスの向上や標準化、年中行事やクラブ活動等アクティビティの実

践等については、各委員会等が企画、運営に努めた。新型コロナ感染対策によ

り、行事やクラブ活動等中止せざるをえないこともあったが、対策を講じた

上で随時再開してきた。しかし、今年度においても、ご家族や地域の方々との

交流などは感染予防の観点から自粛することになった。 

 

（1）尊厳と信頼と安全・安心なサービス提供 

リスペクトケア－あらゆる場面においても敬意を持って対応する－をスロー

ガンに掲げ、“尊厳”“信頼”“安全”“安心”を意識したサービスの提供に努め

た。安全ベルトの装着、4 本柵、エレベーター、居室の施錠等、心理的、身体

的拘束を一切行わないケアが提供できた。 

 

（2）利用者、家族ニーズの把握と対応 

ご利用者・家族の個別的なニーズについては、利用契約時における各種アセス

メントと、入居後に行われるケアプラン会議などでご利用者及びご家族のニー

ズの把握に努め、より個別的なケアプランに反映させるよう努めた。 

また、施設サービスや運営・管理などに関するニーズについては、「ご利用者

の皆様との懇談会」の開催や施設内に意見箱を設置しニーズ把握に努めた。し

かし、「家族懇談会」とご家族が参加してのケアプラン会議は、今年度も感染

予防の観点から開催を控えざるを得なかった。 

 

（3）重度化への対応 

医療依存度の高い利用者の受け入れという社会的ニーズが増える中、医療処置

を継続的に必要とする利用者の受け入れを行った。 

重度化への対応と介護職員のキャリアアップ及びキャリア形成を目的に、喀痰

吸引等第 2 号研修の受講を進め、介護職員による特定行為（胃ろう又は腸ろう

による経管栄養及び喀痰吸引）資格の取得を継続している。重度化対応とは、

看護と介護が連携した高度な介護サービスに対応することであり、年間を通し

て対応できたことは、当施設の介護力の向上に繋がったと考えている。 
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（4）感染症対策 

感染症・食中毒予防対策委員会を中心として、年間を通して「罹らない、持ち

込まない、拡げない」を合言葉に、研修も含め標準予防策に基づいて予防に努

め、2018 年度よりノロウイルス、インフルエンザの罹患は 0 名が続いている。 

また、前年に引き続き「新型コロナウイルス」対策として新型コロナ感染症予

防研修の開催、職員の健康チェックや手指衛生の強化、施設内の消毒、ご家族

や業者などの立ち入り制限など、感染症予防対策を前年に引き続き徹底した。 

が、新型コロナウイルスの変異株の感染力は猛威を振るい、職員のコロナ陽性

者は 42 名、ご利用者は 14 名罹患した。しかし、それらの影響で出勤できな

い職員の業務は、同部署の職員がフォローし合い、各施設サービスを停滞させ

ることなく提供することができた。ご利用者に関しても重症化することなく皆

様軽快。これもチームで早期に発見、対応した結果だと感じている。 

 

（5）質の高いサービスの提供と標準化 

管理監督職を中心とした管理職会議において施設運営の舵を取り、サービスの

水準を高く、安定させることに努めた。また、日々の申し送り等における監督

者によるスーパービジョンにより、職員の気付きを促すとともに、ケアの方向

性を示すことに努めた。 

 

４．人材育成 

職員個々の能力開発やキャリア形成を図るための各種研修を行ってきた結果、

非常勤職員の雇用のままではあるが、就労時間の延長、業務の拡大を望む職員

が増えてきおり、優秀な人材の確保という成果に繋がっている。 

新採用職員には、個々のスキルに合わせた教育として、チューター制による

OJT を実施したが、チューターを担う職員のスキルの標準化が不十分であっ

たことは今後の課題である。 

また、感染症及び食中毒予防研修や介護事故防止研修など、介護福祉施設の運

営基準に則った研修の開催の他、介護の知識及び技術の向上を目的としたスキ

ルアップ研修の開催、ファーストステップ研修や喀痰吸引等研修、実務者研修

などの外部研修にも計画的に受講を進めてきた。そして、今年度も約半年の期

間を掛けて、介護福祉士国家資格の取得に向け、スキルアップ研修を行い、  

1 名が国家試験に合格、資格を取得することができた。 

意欲的に自己研鑽に励んで欲しいとの考えの下、研修参加者には参加ポイント

を発行し、年間取得ポイントの多い職員を表彰、副賞を贈呈した。 
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＜2022年度 研修開催状況＞ 

日 時 テーマ 講師 参加数 時間（分） 

4 月 25 日 

 

褥瘡発生予防 

～ポジショニング基礎研修～ 

山﨑介護係長 

 

20 

 

90 

 

5 月 13 日～ 

5 月 24 日 

虎の穴大作戦 

～新入職職員研修～ 

各部署リーダー 

 

7 

 

3840 

 

6 月 8 日 

 

新入職職員研修 

～法人理念・社会人にとって必要な力とは～ 

佐原理事長 14 

 

90 

 

6 月 10 日 

6 月 24 日 

感染症・食中毒予防対策研修 

～標準予防策とその実践～ 

髙橋法人顧問 

髙橋法人顧問 

33 

53 

90 

90 

7 月 11 日 口腔衛生研修 

～他職種協働で守る、高齢者の口腔～ 

～困った心配…不安を解消する！誤嚥さ

せない食事介助～ 

神奈川摂食嚥下リハビリテーション 

川崎地区世話人 

本間久恵歯科衛生士 

治田悠介認定看護師 

36 90 

7 月 19 日 

7 月 28 日 

9 月 30 日 

権利擁護研修～映画「しわ」鑑賞 ～ 

認知症とは？介護とは？ 

 

 

26 

14 

21 

90 

90 

90 

7 月 19 日 

7 月 21 日 

7 月 25 日 

7 月 28 日 

ケアパレットの操作説明 高橋相談支援課長 

高橋相談支援課長 

高橋相談支援課長 

高橋相談支援課長 

5 

11 

11 

11 

120 

120 

120 

120 

8 月 11 日 スキルアップ研修① 

～介護福祉士受験対策講座～ 

高橋統括施設長 8 90 

8 月 19 日 

 

事故発生防止対策研修 

～服薬ミスの原因と対策を考える～ 

高橋統括施設長 24 120 

9 月 23 日 

 

スキルアップ研修② 

～介護福祉士受験対策講座～ 

高橋統括施設長 9 90 

 

9 月 26 日 

9 月 29 日 

褥瘡発生予防対策研修 

～褥瘡について詳しく知ろう～ 

外池施設長 

外池施設長 

25 

18 

120 

120 

10 月 28 日 スキルアップ研修③ 

～介護福祉士受験対策講座～ 

高橋統括施設長 8 90 

12 月 23 日 

 

スキルアップ研修④ 

～介護福祉士受験対策講座～ 

高橋統括施設長 

 

5 90 

 

2023 年 

1 月 17 日 

1 月 20 日 

感染症・食中毒予防対策研修 

～季節感染症とノロ感染による 

       吐物処理の手順～ 

 

髙橋法人顧問 

髙橋法人顧問 

 

28 

37 

 

90 

90 
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日 時 テーマ 講師 参加数 時間（分） 

1 月 27 日 

 

スキルアップ研修⑤ 

～介護福祉士直前受験対策講座～ 

高橋統括施設長 

 

9 90 

2 月 13 日 

2 月 16 日 

看取り介護研修 

 

高橋統括施設長 

高橋統括施設長 

31 

13 

90 

90 

 3 月 8 日 

3 月 17 日 

権利擁護研修 

～わたしならどうする～ 

外池施設長 

外池施設長 

46 

25 

90 

90 

3 月 28 日 労働安全衛生研修 

～生活習慣病について 

 医師が教えるダイエット～ 

産業医 

初谷守朗医師 

34    90 

3 月 30 日 

 

排泄ケア研修 

～おむつの当て方基本の「き」～ 

リブドゥ―ポレーション 

末藤真希子氏 

23 60 

総合計 605 6540 分 

 

＜2022 年度 外部研修参加状況＞ 

研修名 参加者 

介護福祉士ファーストステップ研修 1 名 

喀痰吸引等研修（第二号研修） ２名 

介護福祉士実務者研修 ４名 

介護保険請求事務研修 1 名 

褥瘡予防研修 1 名 

神奈川県未病改善の為のオーラルフレイル指導者育成事業研修 1 名 

医療的ケア教員講習会 1 名 

介護保険施設等看護研修 1 名 

 

＜2022 年度 研修ポイントゲッター＞ 

順位 氏名 ポイント 順位 氏名 ポイント 

１ 位 清水 麻子 ２８  ５ 位 長井 真希子 ２０ 

２ 位 久保田 伸一 ２４ ６ 位 村松 浩恵 １９ 

３ 位 津島 昭子 ２２ ７ 位 山﨑 諭憲 １８ 

４ 位 鈴木 貴之  ２１  ７ 位 京極 智幸 １８ 

５ 位 西山 奈智子 ２０ ８ 位 張 慧蓉 １７ 
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５．利用者の権利擁護 

（1）成年後見制度の活用 

 ご利用者の権利を守ることを第一に考え、財産管理及び契約行為を代行する

成年後見制度の活用を進めた。成年後見制度の活用の仕方や申し立てに関す

る相談にも応じ活用を促した。 

 

（2）預り金の適正な保管と管理 

 預り金管理規定に基づき、預貯金及び小口現金の適切な管理、出納を行い、本

人及び、ご家族に対し毎月書面にて報告した。また、銀行と施設間における管

理規定を設け、ご利用者の預り金の管理を厳正に行った。 

 

６．地域との連携 

（1）社会資源としての地域連携 

当施設の特徴である地域との交流については、新型コロナウイルス感染症流行

に伴い、施設開放についても制限をせざるを得ない状況となり、今年度も地域

の方々との交流を図ることができなかった。 

 

（2）キッズコーナーの利用状況 

 地域の子育て中のママたちが小さなお子さんを連れてカフェマルシェを利用

していることや、職員の子供達が母親の仕事が終わるのをマルシェの中で待

っている姿をヒントに、マルシェの一角にクッションマットを敷いて小さな

子供達が安全に遊べる空間としての“キッズコーナー”を設けて以降、地域の

方々や面会のご家族、職員の子供達などの利用が定着していた。 

 しかし、今年度も新型コロナウイルス感染症流行に伴い、キッズコーナーの使

用を中止とした。 

 

（3）施設見学の受け入れ 

 本入所やショートステイの利用を検討しているご本人やご家族、担当ケアマ

ネの見学や、特養がどのような施設なのかを知るための見学など、様々な見学

ニーズに生活相談員を中心に対応している。 

新型コロナウイルス感染症の流行以降は、感染症予防の観点から入居者居住ス
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ペースの見学は中止とし、1 番街共用スペースにおいて説明を行っている。 

今年度は 46 名の方の見学や相談に対応した。 

 

７．リスクマネジメント 

（1）苦情解決責任者を中心に、意見や苦情を汲み上げる体制を整えてきた。 

今年度は、ご利用者との日常的な関りの中から、苦情の芽となる訴えをキ

ャッチすることに取り組み、職員の意識が少しずつ向上してきたと感じて

いる。 

 

（2）事故報告書、ヒヤリハット報告書による情報の共有は図れているが、報告

に留まり、事故の分析や予防対策を講じることは不十分であった。 

 

８．事務管理体制 

（1）消耗品については、適切な在庫管理に努めるとともに、品目の見直しや購

入業者の見直しを行い、可能な項目においてはコスト削減を実施したが、

昨今の情勢により水道光熱費や仕入れ価格の上昇もあり大幅な削減とは

ならなかった。今後は使用方法の見直しなど職員の意識改革の向上が必要

だと感じた年度であった。 

 

（2）施設設備等の管理については維持管理を専門業者に委託し、定期的な点検

を実施。設備の不具合や修理などは営繕職員を中心とした内製化を進めた。

収支状況が見据えながら、従来実施できていなかったメンテナンスなどを

行い、利用者が安心して生活でき、職員が安全に働ける環境づくりに取り

組んだ。 

 

９．諸規定の遵守及び検討 

介護保険関係法令を遵守した運営を行った。また、就業規則等法人諸規定を遵

守するとともに、各種法改正に伴って適切に諸規定の見直し等実施した。 
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１０．防災対策及び施設の保全対策 

（1）防災訓練 

川崎市健康福祉局による防災無線での伝達訓練及び E-WELFISS を活用した

災害時情報共有システム訓練に参加し、非常災害時の情報伝達方法について確

認を行った。また施設での防火訓練を実施した。 

 

（2）防災減災研修 

委託業者による防災監視盤の取り扱いについてのレクチャーを受けた。次年度

は職員への周知を図るとともに、消防署と連携し、防災、減災に向けた研修を

実施したい。 

 

（3）備蓄品の整備 

備蓄食品の期限管理を適切に実施、ヘルメット、ライトや誘導灯等の整備及び

点検を行った。 

 

 

（4）地域防災協定に伴う取り組み 

西塔之越自治会との地域防災協定を締結に伴い、合同の防災訓練等を検討した

が、新型コロナの影響により実施できず次年度の課題となった。 

 

（5）川崎市との二次避難所協定の締結 

川崎市との二次避難所協定（災害時要援護者等の避難施設として使用すること

に関する協定）の締結に伴い、提供された備蓄物資を適切に保管し、有事に備

えた。 
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１１．委員会活動 

委員会活動については、運営基準に則った委員会に加え、各サービス分野別の

委員会を構成し活動した。昨年度と比較して委員会を中心とした取り組みを行

うことができた。 

１２．行事・クラブ活動 

（1）行事実施状況

行事委員会を中心に企画運営を行い、ご利用者と喜び、楽しみを共有し、職員

間の連携力の強化に繋げることを意図して企画してきた。しかし、新型コロナ

ウイルス感染症対策の影響もあり、最大のイベントであるサマーフェスタ、キ

ッズフェスタなど、昨年度同様、開催できなかったことは残念であった。 

4 月 23 日  【開設記念お祝い膳】 

レジデンシャル百合ヶ丘開設 5 周年をお祝いし、昼食時に

お祝い膳の提供を実施、誕生日のお祝いを行った。

7 月 10 日 【サマーバーゲン IN マルシェ】 

コロナ渦で中止していた衣類販売会を開催。1 番街マルシェ

がブティックに！思い思いにショッピングをお楽しみいた

だいた。

7 月 13 日 【そうめん流し】 

昨年度に続き、百合ヶ丘では 2 回目となる、そうめん流しを

開催。皆様そうめんを一生懸命歓声上げながらすくい、「料亭

さはら」料理長による揚げたての天ぷらとご一緒にお召し上

がりいただき、涼のひとときをお楽しみいただいた。 

8 月 31 日 【ビアガーデン】 

昨年度に引き続きサマーフェスタの代り、1 番街マルシェに

屋台を出し、ビアガーデン会場に。屋台メニューとビールを

片手に暑気払いを行った。 
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9 月 16 日 【敬老祝賀の集い・敬老お祝い膳】 

9 月 19 日 9 月 16 日お楽しみの寿司バイキング！今年のお寿司を一番

召し上がった方はどなただったでしょうか…。 

9 月 19 日にお祝いの式典を開催。 

  

10 月 26 日 【百合ヶ丘大運動会】 

各番街ご利用者＆職員対抗の運動会を開催。競技に集中し白

熱の展開に！今年度は 2 番街が優勝し、トロフィーを贈呈。 

  

12 月 23 日 【クリスマスバイキング】 

メインにはシェフ特製のビーフシチューとローストポーク

とローストチキンの２種類のお肉を、デザートは数種類から

選べるケーキを、好きなだけお召し上がりいただくというの

が育明会流のおもてなし。ご利用者からは笑顔が溢れ、とて

も喜んでいただけた。担当職員からはメッセージカードをお

渡しした。 

 

12 月 26 日 

 

【もちつき大会】 

 例年は、西塔之越自治会との共催で行っていたが、今年も 

コロナの影響により自治会の開催は中止となり、施設単独で

の開催となった。搗き立てのお餅を、餡子餅、からみ餅にし、

常盤台農園産のお新香と合わせて提供し大変喜ばれた。 

  

1 月 1 日 【元旦祝膳】 

 今年のお正月は施設長の挨拶からスタート。お屠蘇で乾杯

し、お雑煮とお節料理をゆっくりとお楽しみいただいた。 

 

1 月 8 日 【新年祝賀の集い】 

 お正月恒例となった、米田様と井口様によるお琴と尺八の演

奏、民謡クラブの大塚先生と秀美会社中による民謡ショーで

新年をお祝いし、明るく華やかな一年の始まりとなった。 

 

1 月 22 日 

 

【SOMETHING コンサート】 

12 月にクリスマスコンサートを開催予定であったが、施設

内コロナ感染症対応で延期。SOMETHING の皆様ご協力に

より、ニューイヤーコンサートを開催。新春にふさわしい素

敵な歌声に包まれ皆様にお楽しみいただいた。 
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2 月 2 日 【節分豆まき】 

 襲来した８体の鬼（育明会恒例、鬼役は各部署のリーダー）

を、ご利用者、職員が一斉に豆を撒き、邪鬼を退治！    

鬼は退散し、百合ヶ丘に春が訪れました。 

  

3 月 23 日 

 

 

 

3 月 28 日 

  29 日 

  30 日 

【お花見弁当】 

常盤台農園産野菜を使用し、栄養係が心を込めて作ったお花

見弁当を提供し春のひとときをお楽しみいただいた。 

 

【お花見】 

コロナ渦で中止していたお花見へご案内。今年は近隣の塔之

越里公園に施設車送迎で、合計 87 名の方をお連れしお楽し

みいただいた。 

 

（2）クラブ活動実施状況 

音楽療法士の玉本先生による“ミュージックピアッツァ”と、秀美会会主の大

塚先生による“民謡クラブ”など、ボランティアの協力を得ながら、ご利用者

の“楽しみ”の提供に努めた。また、2022 年 2 月より開始したボッチャも好

評でたくさんのご利用者から身体を動かせる機会が増えたとのお声があった。 

2022 年度は新型コロナウイルスの影響によりクラブ活動を中止せざるを得な

いこともあったがそれでも多くの方々に楽しみを提供できた。 

 

クラブ活動内容 実施回数 延べ参加人数 

ミュージックピアッツァ 20 回 635 名 

民謡クラブ 19 回 606 名 

のど自慢大会 21 回 638 名 

書の会 21 回 220 名 

よいどころ 4 回 135 名 

Let`ボッチャ 9 回 169 名 
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１３．援助サービス各論 

（1）介護係 

〇医療ケアと重度化対応について 

・胃瘻、喀痰吸引、在宅酸素、インスリン、バルンカテーテル留置など、医

療的ケアが必要とされる方々に対して、看護職員との連携、情報共有を図

りながらケアサービスを提供した。 

・褥瘡予防については看護職員と連携し、適切なポジショニングや清潔保持

に向けてケア、研修を行った。発生した場合は速やかに対策を講じ、迅速

な対応を行う事で、早期の治癒、予防策の検討、実施に努めた。 

 

 〇チームケア力の向上 

・固定配置を基本にしながらも、流動的に職員が動くことによって、全体の

利用者の情報を共有するとともに、共通の認識を持ってケアに当たること

が可能となった。 

・各職種、ケアエイドを含めて「ほう・れん・そう」を大切にすることを意

識してきた。一つのチームとして同じ情報を全員で共有することに努めた

結果、全体でご利用者のケアを考える事ができるようになってきた。 

 

〇感染症予防について 

・虎の穴大作戦や季節感染症対策研修で身に着けた知識をもとに、感染症予

防に努めた結果、今年度も、インフルエンザ、ノロウィルス共に、罹患者

“ゼロ”であった。 

・開設当初から、ご家族を含めた来所者にも、手洗いを促し、協力を呼び掛

けてきたことで、現在では促さなくても自主的に手洗いをしてくださって

いる。現在は手洗いに加えて検温と体調チェックにも取り組み、感染症予

防に努めている。今後も感染症を“持ち込まない”ための取り組みを継続

していく。 

・新型コロナ感染については、変異株の流行もあり当施設においても 2022

年度は職員 42 名、ご利用者 14 名が罹患したがいずれも軽症で軽快して

いる。”拡げない”という取り組みもまたチーム一丸となっておこない、初

動の早さと多職種連携が発揮された結果、重症者を出すことがなかった。

今後もこの経験を活かし感染症予防を継続していく。 

 

〇職員の育成と定着 

・技能実習生の受け入れを今年度も行い、外国籍の職員の人数が年々増えて

いる。外国籍職員の定着率は良く、フットワーク良く業務をこなす姿が目
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立った一年であった。育明会のケア理念である”リスペクトケア”の考え方

の浸透、如いてはロイヤリティーの醸成については引き続き努力し安定的

な職員のケアの質の向上に繋げていく。 

（2）看護係 

〇医療的ケアと対応 

・看護と介護が連携し、情報の共有、医療的な知識・技術のサポートなどを

図りながら、医療依存度の高いご利用者の受け入れを行った。 

・昨年度 43 件であった入院件数は、今年度も 43 件と大きな変化は見られ

なかった。開設当初に入居された方も時間と共に身体状況に変化がみられ

ようになり、入院についても長期化することは昨年度同様にみられた。ま

た、新型コロナウイルスの影響により入院加療される方もいたが入院件数

に大幅な増加はなかった。 

・高齢者に多い脱水や尿路感染を防ぐため、いつでも気軽に水分を摂ること

ができるよう、各番街にウォータージャグを設置している。また、嚥下状

態に合わせて、水分補給用のゼリー（お茶・イオンゼリー）を用意し、水

分を摂取しやすい環境を整え、水分補給の環境整備に加えて、それを活か

す日常のケアについても随時見直しを行った。 

 

〇医師や医療機関との連携 

・協力医療機関であるたま日吉台病院から飛田医師（内科）が毎週火曜日に

診察。舞鶴会飛鳥病院からは田村医師（精神科）が月 2 回第 1、3 金曜日

に診察。月 2 回東山田ヒルズクリニックから曽田医師（内科）を招聘し、

医療体制を整えた。 

・ご利用者の状況をみながら、適宜、ご家族と主治医との面談の場を設け、

ご家族の意向の確認に努めた。主治医と直接相談することで、入院検査・

治療の方向付けと対応もスムーズに行うことができた。 

・特に、協力医療機関であるたま日吉台病院への通院・入院については、地

域連携室を窓口とした病院との連携により、スムーズに対応していただけ

た。 

・精神科医師の配置により、認知症をはじめとする精神症状が悪化した場合

の相談や対応もスムーズに行えた。 

 

〇口腔機能の維持向上 

・川崎市麻生区歯科医師会及び東山田ヒルズクリニック歯科部門の協力を

得て、適宜、歯科診療に繋げることができた。 

 

・口腔機能の維持向上、嚥下機能の改善を目的に取り組んできた口腔体操に
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ついても、介護職員及び食事に携わるキッチンエイドにより、確実に行え

ている。 

 

 

〇褥瘡対策について 

・褥瘡予防対策委員会を中心に介護との連携を図り、定期的なスクリーニン

グ（ブレーデンスケール）による褥瘡発生リスクの観察と、それに基づい

た褥瘡予防計画と治療計画を作成し、対応に努めた。 

 

〇感染症及び食中毒対策について 

・昨年度に続き、感染症を施設に“持ち込まない”ことを目的に、職員の健

康観察と体調チェック、出退勤時の検温の実施、関係者以外の入館制限な

どの対策を講じてきた。また、感染症に関する最新情報を踏まえた職員研

修会の開催も、感染症の予防に繋がっている。 

・インフルエンザやノロウィルスといった季節感染症の発症は“ゼロ”であ

った。 

 

 〇新型コロナワクチン予防接種 

  ・第 4 回目…7 月 14 日、7 月 21 日、7 月 26 日 

  ・第 5 回目…2023 年 1 月 5 日、1 月 10 日、1 月 12 日、1 月 17 日 

   たま日吉台病院の飛田医師と看護師、レジデンシャル常盤台の協力を 

得て計画的に実施した。 

 

 〇インフルエンザワクチン予防接種 

  ・2022 年 12 月 15 日と 12 月 22 日の 2 回に分けて、飛田医師とたま日吉

台病院の協力を得て全てのご利用者に実施した。 
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＜入院状況＞（件） 

 男性 女性 計  男性 女性 計 

2022年 4月 3 3 6 2021年 10月 2 2 4 

2022年 5月 1 2 3 2021年 11月 1 2 3 

2022年 6月 4 3 7 2021年 12月 2 4 6 

2022年 7月 0 0 0 2022年 1月 1 4 5 

2022年 8月 3 1 4 2022年 2月 0 2 2 

2022年 9月 1 1 2 2022年 3月 0 1 1 

    2021年度合計 18 25 43 

 

＜主な入院理由＞ 

①  肺炎 13 ⑥ 脳血管疾患 3 

②  心不全 2 ⑦ 骨折 2 

③  尿路感染 4 ⑧ 精査目的 7 

④  脱水 2 ⑨ その他 10 

⑤  蜂窩織炎 0 合 計 43 

 

＜入院日数＞ 

 2022年度 2021年度 

最長入院日数 115日 109日 

最短入院日数 3日 2日 

平均入院日数 37.0日 32.0日 

 

＜入院先の医療機関＞ 

たま日吉台病院（協力医療機関） 27 市立多摩病院 0 

横浜新都市脳神経外科病院 2 横浜新緑総合病院 1 

新百合ヶ丘総合病院 6 飛鳥病院 0 

聖マリアンナ医科大学病院 5 市立井田病院 1 

麻生総合病院 1 合 計 43 
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＜退所数＞ 

年間退所者数 22名  内 訳 

   ご逝去（内、看取り） 10名（0） 

   医療機関転院 12名 

   在宅 0名 

   介護保険施設 0名 

   その他   0名 

 

 

 

 

 

＜医療処置・内容と人数＞ 2023年 3月 31日現在 

グレード 1 6名 
褥創 

浣腸・摘便 

5名 

1名 

グレード２ 9名 

膀胱留置カテーテル 

喀痰吸引 

インシュリン 

3名 

3名 

3名 

グレード 3 8名 

胃瘻 

在宅酸素療法 

点滴 

5名 

3名 

0名 
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＜医療指針におけるグレード＞ 

  

◆グレード 1 

 

① 褥瘡処理 

 ②浣腸、摘便 

 ③医師より１日２回のバイタルサ

インチェック（体温、脈拍、血圧、

酸素飽和度）の指示 

・施設内で日常的に医師の指示により

看護師が実施可能な医療行為です。 

・利用者が入居時に必要となった場合

も、利用の継続が可能です。 

 

◆グレード 2 

 

 ①導尿、膀胱留置カテーテル、 

腎ろう、膀胱ろう 

 ②人工肛門（ストーマ） 

 ③喀痰吸引 

 ④インスリン注射 

（血糖コントロールが良好なもの） 

 ⑤経鼻的持続陽圧呼吸法 

（ＮＣＰＡＰ） 

⑥医師より１日３回のバイタルサイ

ンチェック（体温、脈拍、血圧、

酸素飽和度）の指示 

 

・施設での実施が可能な医療行為で

す。ただし、無条件ではなく、通常

より医療依存度の高いケースでは、

グレ 

レード 3 へ移行します。 

・入居後に必要となった場合も、病院

での処理後に利用の継続が可能で

す。 

◆グレード 3 

 

 ①経管栄養療法（胃ろう） 

 ②在宅酸素療法 

 ③脱水等に対する一時的点滴 

 ④利用中の事故による創傷に対

する縫合処理（簡単なもの） 

⑤毎日の血糖測定とスライディ

ング・スケールによるインスリ

ン注射 

⑥ 血液透析 

⑦頻回な喀痰吸引 

・高度な医療を必要とする為、施設

内での実施は、その時点での看護

師数や施設内での医療行為の総

量等の影響を受ける為、条件付き

で可能です。 

・利用者がこの医療行為が必要とな

った場合は、個々のケースで対応

します。 

◆グレード４ 

 

① 自己腹膜還流 

② 中心静脈栄養 

③ 悪性腫瘍患者への科学療法 

④ 気管切開 

⑤ 結核排菌者への治療 

 ・高度な医療行為が必要なため、 

施設での実施は原則的に不可。 

  ・利用者が入居後、必要となった

場合は適切な病院へ転院させ、

この医療行為を必要とする限り

は施設へ再入居することはでき

ません。 
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（3）相談係 

施設の総合窓口として、ご利用者やご家族はもちろん、地域、各介護保険事業

者、行政等からの問い合わせ等にワンストップで対応することを目的に各相談

業務を行っている。施設の顔として前線に立って役割を果たした。 

 

◎入退所業務 

  ・入所、退所状況…年間入所者 25 名、年間退所者 22 名 

・年間稼働率………ユニット型 89.6%  従来型 92.2% 

・年間平均稼働率…90.3% 

・退所に際しては、ご利用者の状態把握と合わせてご家族の意向を最大限尊

重し、課題を一つ一つクリアしながら相談と調整を行った。 

 

◎ケアマネジメント業務 

・施設サービス計画書の作成については、年間を通して計画的に作成及び更

新を図るため、年間スケジュールを作成し行っている。 

  ・昨年度同様、ケアプラン会議については新型コロナウイルス感染症を鑑み

ご家族様を交えた会議については自粛した。 

 

 ◎利用者ニーズの把握と情報開示（利用者懇談会の主催） 

  ・2022 年  7 月 8 日（参加者 31 名） 

  ・幅広くご意見を伺うために、番街職員より事前の意見聞き取りを行った。

またご利用者に主体性を持って参加いただきたいという考えから、懇談

会会場では 7 月に水ようかんをお供にお茶の提供を行い、和やかな雰囲

気で参加いただける環境とした。12 月にも第 2 回目の開催を予定してい

たが新型コロナウイルス感染症対策の為、開催を見合わせた。 

 

◎家族のニーズ把握と情報開示（家族懇談会の主催） 

・今年度も新型コロナウイルス感染症対策の観点より、ご家族との懇談会は

開催を見合わせた。また、面会等を制限していることもあり、利用者の近

況については、写真付きの報告書を作成し、毎月の請求書発送時に同封し

て家族や代理人へ送付した。 

 

◎介護保険関係申請代行業務 

・要介護認定や各種介護保険関係の申請代行、各種手続きの補助を行った。

介護保険、医療の各種認定証はそれぞれ更新申請時期が異なるため、有効

期限を把握し、必要な手続きが速やかに行われるよう努めた。 
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◎その他 

・よいどころやクラブ活動、年間行事に対応した。 

 

＜利用者状況＞           （2023 年 3 月 31 日現在） 

 ①年齢 

最高年齢 100 男性 93 

 女性 100 

 

最低年齢 62 男性 62 

 女性 65 

 

 

平均年齢 85.65 男性 79.50 

 女性 87.16 

 

②要介護度 

平均要介護度 3.98 男性 4.00 

 女性 3.97 

 

＜2022 年度 入所・退所状況＞ 上段：ユニット型  下段：従来型 

 入所 退所 

男性 女性 計 男性 女性 計 

4 月 1 

0 

2 

1 

3 

1 

0 

0 

1 

0 

1 

0 

5 月 0 

1 

1 

0 

1 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

6 月 0 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

0 

1 

0 

2 

0 

7 月 1 

0 

1 

1 

2 

1 

1 

3 

0 

0 

1 

3 

8 月 0 

0 

2 

0 

2 

0 

0 

0 

2 

0 

2 

0 

9 月 0 

0 

1 

1 

1 

1 

1 

0 

0 

1 

1 

1 

10 月 0 

0 

2 

0 

2 

0 

0 

0 

1 

1 

1 

1 
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 入所 退所 

男性 女性 計 男性 女性 計 

11 月 0 

0 

1 

1 

1 

1 

0 

0 

1 

0 

1 

0 

12 月 0 

0 

1 

0 

1 

0 

0 

1 

1 

0 

1 

1 

1 月 1 

0 

0 

0 

1 

0 

1 

0 

0 

0 

1 

0 

2 月 2 

0 

2 

2 

4 

2 

0 

1 

3 

1 

3 

2 

3 月 0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

合計 5 

1 

13 

6 

18 

7 

4 

5 

10 

3 

14 

8 

総合計 6 19 25 9 13 22 

   ・入所者数 25 名（男性：6 名 女性：19 名） 

   ・退所者数 22 名（男性：9 名  女性：13 名） 

 

（4）栄養係 

クックチル方式による安定した食事提供に加え、ご利用者の嗜好も極力取り入

れ、満足して頂けるようなお食事の提供に努めている。 

職員も安定し、行事食については準備や段取りに課題は残ったが、ご利用者に

喜んでいただける食事が提供でき、後半からは楽しみにされている「よいどこ

ろ」も定期開催することができた。 

 

１４．短期入所生活介護サービス 

ショートステイ事業に関してはリピーターの獲得により 9 月、10 月には利用

稼働率 100%となり安定的な稼働率であったが、新型コロナウイルスによる影

響にて下半期より体調不良による利用キャンセルやコロナ対策下のもと利用

の制限などを行い、稼働率は減少した。これも「感染症を持ち込まない」を合

言葉に、利用前の生活状況、体温体調確認に加え、新規利用や利用期間が開い

ている方には PCR 検査受検を昨年度以上に敏感になりながら徹底したことで

ある。なお、今年度の平均稼働率は 86.10％であった。 
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レジデンシャル百合ヶ丘 利用稼働率 

                           集計期間：2022年 4月～2023年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 

4 月 

5 月 

6 月 

7 月 

8 月 

9 月 

10 月 

11 月 

12 月 

1 月 

2 月 

3 月 

86.00% 91.90% 96.70% 

ユニット型 従来型 ショートステイ 

85.50% 94.20% 94.80% 

89.10% 89.70% 99.00% 

90.30% 92.80% 96.50% 

88.30% 95.50%  87.40% 

90.50% 96.70% 104.30% 

88.10% 93.30% 102.90% 

94.10% 96.10% 73.30% 

90.40% 88.30% 81.00% 

88.20% 88.60% 65.50% 

90.30% 88.50% 66.10% 

93.30% 91.10% 65.20% 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

入所稼働率の推移

ユニット型 多床室 ショートステイ
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１５．2022 年度活動一覧（2022.4.1～2023.3.31） 

 

見学

月 日 取材

4 18 職員健康診断 ○

23 開設記念感謝の集い ○ 昼食時：開設記念弁当

25
研修

「ポジショニング・ボディメカニクス」
〇

参加者　20名

講師：山崎係長

5 12～21 ケアパレット講習会　計14回 〇
講師：山崎係長、鈴木主任、

　　　　石間主任

13～20 虎の穴大作戦　計5回 〇
参加者　5名

新入職員研修

15 西塔の越自治会 ○

26 法人理事会 〇 レジデンシャル常盤台にて

6 8 理事長講話 〇
参加者　15名

講師：佐原理事長

10

24

研修

「感染症・食中毒予防対策

　　　　　標準予防策とその実践」

〇

参加者　10日　34名

　　　　　 24日　53名

講師：高橋顧問

21 法人評議員会 〇 レジデンシャル常盤台にて

7 1 しそジュース作り 〇

7 参議院議員選挙不在者投票 〇

8 ご利用者の皆様との懇談会 〇

10 サマーバーゲンｉｎマルシェ 〇

11
研修

「口腔ケア研修」
〇

参加者　36名

外部講師：

　治田悠介氏・本間久恵氏

13 そうめん流し 〇

14・21

26
利用者新型コロナワクチン予防接種① 〇

19・21

25・28

研修

「ケアパレットの操作説明その①」
〇

参加者　　計38名

講師：常盤台　高橋介護課長

19

28

研修

認知症研修「しわを観る」
〇

参加者　19日　26名

　　　　　 28日　14名

映画鑑賞

24 西塔之越自治会総会 〇

28 日本語講座　11/10まで 〇
参加者　2名

外部講師：佐藤祥子氏

事業月日
内　容

分類

備　考
行事等 研修 人事 その他
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見学

月 日 取材

8 16
スキルアップ研修

「介護福祉士受験対策講座」
〇

参加者　8名

講師：高橋統括施設長

19
研修

「事故発生防止　服薬について」
〇

参加者　25名

講師：高橋統括施設長

25 実務者研修　（外部　11/24まで） 〇
参加者　4名

ウィルオブワーク

26 喀痰吸引等研修（外部　11/30まで） 〇
参加者　2名

コミュニーケーションプラス

26 防災訓練 〇

31 ビアガーデン 〇

9 16 敬老祝賀の集い　会食の部 〇

19 敬老祝賀の集い　式典の部 〇

23
スキルアップ研修

「介護福祉士受験対策講座」
〇

参加者　9名

講師：高橋統括施設長

25 おはぎ作り 〇

26

29

研修

「褥瘡発生防止研修」
〇

参加者　26日　25名

　　　　　 29日　16名

講師：外池施設長

30
研修

認知症研修「しわを観る」
〇

参加者　29名

映画鑑賞

10 3 管理職研修 〇

26 秋の大運動会 〇

27 リモートじゃんけん大会 〇

27 日本語講座 〇
参加者　2名

外部講師：佐藤祥子氏

28
スキルアップ研修

「介護福祉士受験対策講座」

参加者　8名

講師：高橋統括施設長

30 西塔之越自治会役員会 〇 参加者 25名

11 7 夜勤者健康診断 〇

11 川崎市実地指導 〇

事業月日
内　容

分類

備　考
行事等 研修 人事 その他
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見学

月 日 取材

11
11.18

23.25
職員インフルエンザ予防接種 〇

15

22
利用者インフルエンザ予防接種 〇

12 23 クリスマスバイキング 〇

23
スキルアップ研修

「介護福祉士受験対策講座」

参加者　5名

講師：高橋統括施設長

26 お餅つき 〇

29 仕事納め 〇

1 1 元旦お祝い膳 〇

5.10

12.17

利用者・職員

新型コロナワクチン予防接種
〇

7 新年祝賀の集い 〇

15

17
ステップアップ研修 〇

参加者　15日 5名

             17日7名

講師：山﨑介護係長

17

20

研修

「季節感染症とノロウィルス感染吐物処

理法について」

〇

参加者　17日　28名

　　　　　 20日　37名

講師：高橋顧問

22 ニューイヤーコンサート 〇

26 利用者健康診断 〇

27
スキルアップ研修

「介護福祉士受験対策講座」
〇

参加者　6名

講師：高橋統括施設長

2 3 節分豆まき 〇

6.7

8.9
鍋の日 〇

13

16

研修

「看取りケア」
〇

参加者　13日 31名

　　　　  　16日 13名

講師：高橋統括施設長

17 ステップアップ研修 〇
参加者　4名

講師：山﨑介護係長

3
8

17

研修

権利擁護「あなたならどうする」
〇

参加者　8日 46名

            17日 25名

講師：外池施設長

19 西塔の越自治会役員会 〇

23 お花見弁当 〇

24 法人理事会 〇

28

研修

労働安全衛生委員会「生活習慣病と肥

満～医師が教える効果的なﾀﾞｲｴｯﾄ」

〇
参加者　34名

講師：産業医 初谷守朗先生

28.29

30
お花見 〇

30
研修

排泄「おむつの当て方の基本」
〇

参加者　25名

講師：ﾘﾌﾞﾄﾞｩｰｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ

事業月日
内　容

分類

備　考
行事等 研修 人事 その他
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１６．各部署・委員会等からの活動報告 

 2
0
2
1
年

度
　

委
員

会
・
ク

ラ
ブ

　
構

成
委

員
名

簿

名
  

 称
　

活
動

内
容

開
催

月
開

催
日

時
間

S
V

1
権

利
擁

護
委

員
会

身
体

拘
束

防
止

、
人

権
侵

害
に

つ
い

て
の

検
証

・
改

善
へ

の
取

組
。

毎
月

第
一

月
1
6
：
3
0
～

石
附

副
主

任
鈴

木
副

主
任

〇
信

田
副

主
任

大
崎

◎
長

井
副

主
任

小
林

（
由

）
久

保
田

施
設

長

2
事

故
発

生
防

止
委

員
会

事
故

に
つ

い
て

の
検

証
、

再
発

防
止

策
の

検
討

協
議

。
毎

月
第

一
金

1
6
：
3
0
～

鈴
木

主
任

佐
々

木
渡

邊
◎

大
城

大
矢

〇
大

金
主

任
菅

井
佐

藤
課

長

3
感

染
症

・
食

中
毒

予
防

対
策

委
員

会
感

染
症

及
び

食
中

毒
に

対
す

る
意

識
を

高
め

る
た

め
の

研
修

企
画

、
実

施
、

対
応

策
を

協
議

。
毎

月
第

四
火

1
6
：
3
0
～

山
﨑

係
長

佐
藤

課
長

山
﨑

看
護

主
任

松
岡

事
務

長
小

曽
根

副
主

任
工

藤
外

池
施

設
長

髙
橋

顧
問

4
褥

瘡
発

生
予

防
対

策
委

員
会

個
々

の
症

例
に

応
じ

た
予

防
、

対
応

策
を

検
討

。
意

識
を

高
め

る
た

め
の

研
修

企
画

、
実

施
。

毎
月

第
四

月
1
6
：
3
0
～

◎
加

川
板

垣
〇

石
間

主
任

齋
藤

竹
原

山
﨑

看
護

主
任

大
金

主
任

〇
工

藤
山

﨑
係

長

5
苦

情
対

応
委

員
会

苦
情

や
要

望
へ

の
速

や
か

な
対

応
と

、
改

善
の

た
め

の
取

組
。

奇
数

月
第

二
水

1
6
：
3
0
～

板
垣

浅
野

及
川

石
間

主
任

大
矢

大
金

主
任

施
設

長

6
広

報
委

員
会

広
報

誌
の

発
行

計
画

を
立

て
、

原
稿

・
写

真
・
資

料
の

収
集

・
整

理
、

調
査

、
編

集
を

行
う

。
毎

月
第

二
金

1
5
：
3
0
～

西
山

鈴
木

和
代

矢
口

塩
坂

長
井

副
主

任
小

林
（
由

）
松

岡
事

務
長

山
中

施
設

長
・
統

括
施

設
長

7
行

事
委

員
会

季
節

感
溢

れ
楽

し
め

る
行

事
を

計
画

、
実

施
す

る
。

毎
月

第
二

火
1
6
：
3
0
～

ク
リ

ス
ア

ン
〇

佐
々

木
加

川
先

崎
副

主
任

◎
信

田
副

主
任

三
坂

熊
澤

山
中

工
藤

施
設

長
・
統

括
施

設
長

8
研

修
委

員
会

専
門

知
識

及
び

技
術

向
上

を
目

指
し

た
各

種
研

修
の

企
画

、
実

施
。

毎
月

第
三

水
1
6
：
3
0
～

〇
鈴

木
主

任
ロ

ド
リ

ゴ
舘

前
◎

中
里

長
井

副
主

任
大

橋
久

保
田

佐
藤

課
長

9
労

働
安

全
衛

生
委

員
会

職
員

の
労

働
に

関
す

る
環

境
面

や
安

全
衛

生
を

図
る

。
毎

月
第

四
火

1
8
：
3
0
～

施
設

長
松

岡
事

務
長

佐
藤

課
長

山
﨑

係
長

山
﨑

看
護

主
任

大
橋

髙
橋

顧
問

・
統

括
施

設
長

1
0

栄
養

食
事

ケ
ア

検
討

委
員

会
食

事
に

関
す

る
ケ

ア
及

び
質

の
向

上
を

図
る

為
の

取
組

を
行

う
。

毎
月

第
一

水
1
6
:3

0
～

鈴
木

主
任

板
垣

◎
先

崎
副

主
任

斎
藤

塩
坂

〇
山

﨑
看

護
主

任
工

藤
小

曽
根

副
主

任
山

﨑
係

長
（
佐

藤
）

1
1

入
浴

ケ
ア

検
討

委
員

会
入

浴
に

関
す

る
ケ

ア
及

び
質

の
向

上
を

図
る

為
の

取
組

を
行

う
。

毎
月

第
二

木
1
6
:3

0
～

◎
鈴

木
副

主
任

藤
本

中
平

〇
信

田
副

主
任

中
里

高
山

外
山

大
崎

山
﨑

係
長

（
佐

藤
）

1
2

排
泄

ケ
ア

検
討

委
員

会
排

泄
に

関
す

る
ケ

ア
及

び
質

の
向

上
を

図
る

為
の

取
組

を
行

う
。

毎
月

第
四

金
1
6
:3

0
～

石
附

副
主

任
及

川
石

間
主

任
矢

口
菅

井
山

﨑
看

護
主

任
山

﨑
係

長
（
佐

藤
）

1
3

業
務

改
善

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

業
務

内
容

の
改

善
点

に
つ

い
て

協
議

を
行

う
。

毎
月

鈴
木

和
代

山
﨑

係
長

（
佐

藤
）

1
3

民
謡

ク
ラ

ブ
秀

美
会

の
大

塚
先

生
に

よ
る

民
謡

教
室

毎
月

第
二

木
第

四
月

1
4
：
0
0
～

施
設

長
山

中
大

金
主

任
西

山
浦

山
施

設
長

1
4

ミ
ュ

ー
ジ

ッ
ク

ピ
ア

ッ
ツ

ァ
玉

本
先

生
に

よ
る

音
楽

療
法

毎
月

第
二

火
第

四
火

1
3
：
4
5
～

山
中

廣
野

大
橋

座
間

施
設

長

1
5

マ
ル

シ
ェ

の
ど

自
慢

カ
ラ

オ
ケ

の
ど

自
慢

大
会

毎
月

第
一

水
第

三
水

1
4
：
0
0
～

山
中

大
橋

施
設

長
浦

山
施

設
長

1
6

よ
い

ど
こ

ろ
マ

ル
シ

ェ
居

酒
屋

毎
月

不
定

期
1
6
：
0
0
～

施
設

長
諏

江
浦

山
大

金
主

任
当

日
番

街
リ

ー
ダ

ー
1
名

統
括

施
設

長

1
7

書
の

会
諏

江
先

生
に

よ
る

書
道

教
室

毎
月

第
一

月
第

三
月

1
4
：
0
0
～

施
設

長
大

金
主

任
佐

藤
課

長
熊

澤
浦

山
佐

藤
課

長

L
e
t‘

ｓ
ボ

ッ
チ

ャ
諏

江
監

督
に

よ
る

N
E
W

ア
ク

テ
ビ

テ
ィ

毎
月

第
一

金
1
4
：
0
0
～

1
8

S
tu

di
o
　

ア
ヌ

レ
専

任
講

師
に

よ
る

ヨ
ガ

教
室

毎
月

第
二

金
第

四
木

1
4
：
0
0
～

大
金

主
任

浦
山

浦
山

1
9

エ
イ

ド
会

議
ケ

ア
エ

イ
ド

が
出

席
す

る
全

体
会

議
3
ヶ

月
に

1
回

第
三

火
1
0
:0

0
～

施
設

長

職
員

会
議

職
員

全
員

が
出

席
す

る
会

議
毎

月
第

四
火

1
0
：
0
0
～

施
設

長
・
統

括
施

設
長

2
0

拡
大

管
理

職
会

議
副

主
任

以
上

が
出

席
す

る
会

議
毎

月
第

三
金

1
5
:4

5
～

施
設

長

2
1

管
理

職
会

議
主

任
以

上
が

出
席

す
る

運
営

会
議

毎
月

第
一

火
1
5
:0

0
～

施
設

長

レ
ジ

デ
ン

シ
ャ

ル
百

合
ヶ

丘

構
成

委
員

（
◎

：
委

員
長

、
○

：
副

委
員

長
）
　

全
職

員
出

席

副
主

任
以

上
の

役
職

職
員

主
任

以
上

の
役

職
職

員
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事業報告書 
部署名称 介護係 2 番街 

報告書作成日 2023 年 3 月 31 日 責任者 鈴木 貴之 

所属職員 介護勤務表参照 

報告期間 2022 年 4 月 1 日 ～ 2023 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

＜業務内容＞ 

・ご利用者の個別計画書に沿った個別援助サービスの提供。 

・ご利用者の日常生活をアセスメント、評価し個別計画書の見直し及び作成。 

・ご利用者の生活必要物品の補充、管理、並びに居室の環境整備。 

・チューター制度による新入職員への指導、育成。 

・専門的知識及び介護技術の研鑽。 

・ほのぼのシステムの導入による記録のデジタル化。 

・特定技能実習生の受け入れ、指導及び育成。 

 

＜年度当初の課題＞ 

1. ケアの標準化とサービスの質の向上。 

2. リーダーを担う職員の育成と報連相の徹底。 

3. 個別計画書の作成と利用者担当の責務。 

4. 新人職員の育成及び指導者の育成。 

 

＜取り組みと成果＞ 

1. ケアの標準化・統一されたケア、ケアサービスの質向上 

今年度も昨年に引き続き技能実習生を受け入れた。言葉の壁という面では伝えたことが十分に

伝わっていないという事がある為、指導方法に関しては今後も工夫が必要。それでも OJT を通

じて先輩職員からの指導をキチンと受け止め知識を身に着け、サービスの提供をする事が出来

たと感じる。また、外国籍職員のフットワークの良さや柔らかい物腰で対応を行う姿は既存職

員への刺激となり、相乗効果があったと思う。ケア統一化の為、ケア理念である基本のリスペク

トケアをより実践できるように指導を行った。 

 

2. リーダーを担う職員の育成と報告・連絡・相談の徹底 

 今年度ではリーダーの育成に関しては十分とまではいかないが、担い手を増やすことが出来た

と感じた。常勤、非常勤問わずその人の持つスキルや人間性、社会性を見極め‘この人なら任せ

られる’と思った人に声をかけリーダー業務を担うようにした。報連相に関してはシフト制と

いう観点から途切れの無い情報共有を心掛け、申し送り事項に関しても引継ぎを意識して実施

した。 

また、他職種連携に関して看護の責任者が年度途中より不在の中、看護係はお互いに支え合い
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業務に滞りがないように満身していた。情報共有に関しては不足している部分があればこちら

から歩み寄り確認を取り、情報漏れがないように努力できいたと思う。 

 

3. 個別計画書の作成と利用者担当の責務 

 不定期なミニカンファレンスは開催されていたが、ケアプラン会議の開催が滞ってしまう事が

今年度も見受けられていた。 

 

＜次年度に向けて＞ 

・新人職員の入職が無い中、より質の高いケアサービスの提供をする為には中堅職員のケアの再

確認が必要かと思われる。定期的な研修の実施をしていき各々のスキルの再確認をし、標準化

されたケアとより質の高いケアサービスの提供を目指していく。 

育成に関しては OJT 及びチューター制度を通じて、個人の成長に沿った育成方法を引き続き実

施していく。 

・他職種が連携し情報を共有していき、一利用者に寄り添ったケアサービスを徹底していく。 

・利用者担当制度をしっかりと把握・認識して頂く為に、個別計画書の作成に関する研修の開催と

マニュアルの作成を実施していきたい。 

・ご利用者が安心して毎日を過ごして頂けるように、リスペクトケアを意識したケアを次年度も

取り組んでいきたいと考える。 

以上。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



31 

 

事業報告書 
部署名称 介護係 3 番街 

報告書作成日 2023 年 3 月 15 日 責任者 山﨑 諭憲 

所属職員 介護勤務表参照 

報告期間 2022 年 4 月 1 日 ～ 2023 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

＜業務内容＞ 

・ご利用者の個別計画書に沿った個別援助サービスの提供。 

・ご利用者の日常生活をアセスメント、援助の実施、評価に伴う個別計画書の見直し、作成。 

・ご利用者の生活必要物品の補充、管理、並びに居室の環境整備。 

・職員の勤務管理及びマネジメント、チューター制度による新入職員への指導、育成。 

・ほのぼのシステムの導入による記録のデジタル化 

・特定技能実習生の受け入れ、指導及び育成。 

 

＜年度当初の課題＞ 

1，介護スキルの向上とケアの標準化。 

2，情報の共有と報連相の徹底。 

3，利用者担当の役割と理解。 

4，外国籍職員に対する指導方法の確立。 

 

＜取り組みと成果＞ 

1. 介護スキルの向上とケアの標準化 

一定の介護スキルの向上としては当たり前のことが当たり前に出来るようにする為の一年 

だったと思う。ラジオ体操、口腔ケア、寝衣への更衣などの徹底を施設全体で取り組み、 

当たり前に出来ることで介護スキル向上の為の土台が出来たのではないかと考える。 

まだまだ、個々のケアスキルとしてはレベルの低い状態である。 

 

2. 情報の共有と報告・連絡・相談の徹底 

  今年度は 2022 年 9 月より、ほのぼのシステム導入による記録のデジタル化を行った。 

  導入当初はケアパレットを使用しての記録の記入に各職員戸惑いがあったが回数を重ねる 

  ごとに個々で記録物の記入方法についての課題を挙げ、改善に取り組み現在の形となった。 

  情報共有ツールとして特記事項を確認する項目などもあるが、現在は試用段階であり活用 

  しききれていない状態である。 

  年度末に介護職員退勤チェック表を導入し情報を自分自身で他職員へ伝えることや 

記入漏れがないか確認する項目を設け報連相の徹底を意識づけている。 
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3. 利用者担当の役割と理解 

  利用者担当としての役割については諸会議の場でも再三伝え、指導しているが役割として 

  自覚している職員は少なく、職員個々の役割を発揮されていない。責任感の無さ、興味の 

  無さが招いているように思われる為、今後はどのようにその責任を個々の職員に自覚させ 

  ていくのかが課題と考える。 

 

4.外国籍職員に対する指導方法の確立 

 特定技能実習生の受け入れを今年度も行い、虎の穴研修を含め、OJT においても指導を重ね 

 た。文化の違いや言葉の壁はどうしてもみられることがあるが、それでも外国籍職員特有 

 の柔らかい物腰がご利用者にとっては安心できるものであり、居心地よく感じていただけるよ

うにも見受けられた。リスペクトケアの考え方は浸透しつつあるがケアの実践となると言葉が 

 上手く理解できずに自己判断に至ることも見受けられる。 

  

＜次年度に向けて＞ 

・ケアスキルの向上に関しては、昨年度は土台作りの為の一年と考え、来年度よりそのスキル 

 を飛躍的にアップさせていきたい。当たり前のことを当たり前にできるようになったから 

 こそ専門的知識、技術を吸収させ専門職としてのスキルアップを図る。意図的に業務を職員 

 へ割り振り、個々の意欲を削らないようスキルベースをアップさせる。フロア単体で考え 

 ず、全フロアにおいてのバランスを見ながらケアの標準化を目標としたい。 

・記録システムの活用に関しては昨年度まとまりきれなかった為、引き続きの課題として情報 

 共有ツールとしての価値を見出していく。また、チェック表類の記入漏れがないような個々 

 の職員の意識改革にも役立てていきたいと考える。 

・利用者担当のみならず、ご利用者への関わり方を意図的に増やす時間を設ける。限られた 

 業務時間の中でコミュニケーションの取り方一つ一つを考えさせるような業務を構築し 

 ご利用者に興味を持ってもらうような仕掛けを考えて実践していきたいと考える。 

 外国籍職員も同様に、介護過程の展開を実践できるよう来年度はアセスメント、プラン 

 作成にも力を入れていく。 

 

以上 
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事業報告書 
部署名称 介護係 4 番街 

報告書作成日 2023 年 3 月 25 日 責任者 長井真希子 

所属職員 介護勤務表参照 

報告期間 2022 年 4 月 1 日 ～ 2023 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

＜業務内容＞ 

・ご利用者の個別計画書に沿った個別援助サービスの提供。 

・ご利用者の日常生活をアセスメント、援助の実施、評価に伴う個別計画書の見直し、作成。 

・ご利用者の生活必要物品の補充、管理、並びに居室の環境整備。 

・職員の勤務管理及びマネジメント、チューター制度による新入職員への指導、育成。 

・ほのぼのシステムの導入による記録のデジタル化 

・特定技能実習生の受け入れ、指導及び育成。 

・ショートステイの受け入れ、短期介護計画書に沿ったケアサービスの提供。 

 

＜年度当初の課題＞ 

1，介護スキルの向上とケアの標準化。 

2，情報の共有と報連相の徹底。 

3，利用者担当の役割と理解。 

4，ショートステイの稼働率上昇。 

 

＜取り組みと成果＞ 

1. 介護スキルの向上とケアの標準化 

応援職員が多い中での安定したケアを提供するには、ケアの標準化が重要であり、既存の職

員が状況提供やフォローや指導を行うことで、スキルの差を埋められた。研修や会議等に皆

が参加することで、考え方や方向性が統一されたが、経験豊富な介護職員も従来のやり方に

捉われず、研修を通して新しい技術や考え方を身に着ける必要があると考える。また、技能

実習生への指導を行なってきたが思う様に指導が進まず、残念ながら離職されてしまった

が、皆で指導方法を検討しながらサポートする意識が向上した。 

 

2. 情報の共有と報告・連絡・相談の徹底 

   2022 年 9 月より、ほのぼのシステム導入による記録を開始。回数を重ねることで基本的な

記録方法は出来るようにはなったが、記録の抜けが目立ち、細かな様子の記録が薄いので今

後も改善していく必要がある。また、情報収集したデータをケアに生かし切れていないので、

どのように活用していくか、今後検討する必要がある。職員皆で会議や委員会活動、業務改善

プロジェクト会議等に参加したことにより、日々の業務の報連相の重要性に気づき、しっか

り行う職員が増えた。また、介護職員退勤チェック表を導入したことで 1 日の業務を各自見
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直す習慣がつき、情報共有と報連相の意識が以前より向上した。 

 

3. 利用者担当の役割と理解 

  会議や申し送りにて、利用者担当の役割について伝えており、以前より居室環境整備や物品

の受注は実行されている。しかし、常日ごろからご利用者の変化を理解していなければなら

ないという自覚が足りないので、ケアプランを計画通り進めて、情報収集の意識付けをして

いく。 

 

4. ショートステイの稼働率上昇 

  初回利用の感染症対策も確立しており、クラスターも無く外部の受け入れを継続出来ている。

リピート利用の方も増えた印象だが、今後も短期入所生活介護計画書に沿ったケアにて、信

頼していただき、継続してショートステイをご利用して頂けるように、職員一丸となりリス

ペクトケアを努めたい。イベントに積極的に参加して頂き、この施設の長所や特徴を知って

いただき、リピート利用に繋げていきたい。 

  

＜次年度に向けて＞ 

・介護スキルの向上に関しては、実務者研修を終え介護福祉士の資格保有者も増えたので、新人

教育をしながら、今後は専門的な知識を身につけ、全体的にスキルアップを図る。 

・業務に追われるだけでなく、情報共有をしっかり行い、報連相しやすい環境作る。 

・安全にご利用して頂くために、現在の職員 2 名体制の余裕のない業務担当を改善し、今より

ご利用者とコミュニケーションの時間を増やし、ニーズを把握することで魅力ある施設運営

に繋げたい。 

 

以上 
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事業報告書 
部署名称 看護係 

報告書作成日 2023 年 4 月 19 日 責任者 小林由和 

所属職員 小林由和 増井太一 大矢美奈子 栗原文江 平山美枝子 大木真美 

外山米子 小野悠希 

報告期間 2022 年 4 月 1 日 ～ 2023 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

＜業務内容＞ 

入居者体調管理 看護処置 内科、精神科医師による回診介助 褥瘡処置、栄養状態把握 

病院受診時の連絡、調整、家族様状況報告 入退院時の病院連絡、情報提供、内服確認 

緊急時対応、感染予防対策、看護計画作成、コロナワクチン、インフルエンザワクチン接種調整、

接種介助 

 

＜今年度の課題＞ 

・リーダー教育を行い、現在の業務の見直し改善を図る。 

・予防接種対応への迅速化及び川崎市健康福祉局､提携病院との連携。 

・感染症､疾患､年齢による身体変化及び留意し異常の早期発見に努める。 

・ご家族様との情報共有､連絡を密に行う。 

 

＜取り組みと成果＞ 

○ リーダー教育､業務改善 

  2022 年 9 月より主任の休職以降、長期在職の職員が不在の中で、課長・施設長と情報共有・

報告を行いながら常勤看護師 2 名よりリーダーを務めてきた。その中で休日の都合上、連日

してお互いの勤務が被らない場合がある。そうした場合には看護師間での情報共有として別

途用紙にまとめてお互いが情報を把握できるように引継ぎを行っている。また 1 人の看護師

あたりに過度な業務や偏りがないよう業務の分担化を行った。このことから、昨年度までの

リーダー業務の過度な業務量は緩和できていると言える。 

  業務改善については、ご利用者のカルテの見直しを行い整理の実施。見直しを行うことで 

必要な情報の把握を迅速的に行うことが出来るようになった。昨年度まで、残数の管理が出 

来ていなかった処方薬（軟膏・外用薬）の整理、内服薬の保管方法の見直しを実施し、現在 

軟膏・外用薬の数量・有効期限が適切なものが医務室内に保管されている。 

〇 予防接種対応への迅速化及び川崎市健康福祉局､提携病院との連携 

  施設長を主軸として、日々変化する情勢の把握を行い、ご利用者様の予防接種の迅速化に 

努めた。ワクチンの取り扱い、予防接種者の人数の情報共有を行い提携病院との連携、予防接

種に向けての準備は滞りなく行うことが出来た。また、川崎市健康福祉局への報告も適切に

行った。 
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〇 感染症､疾患､年齢による身体変化及び留意し異常の早期発見に努める。 

新型コロナウィルス感染症の流行により当施設でも感染者の対応を行うこととなった。 

新型コロナウィルスの流行以降、適宜ご利用者及び職員に PCR 検査を受けていただき、 

感染の早期発見に努め、感染者が発生した際には、ゾーニング・感染予防対策を徹底し感染を 

拡げない対策を職員全体として取り組むことが出来た。 

  疾患、年齢による身体変化に留意し異常の早期発見については、ご利用者に何らかの症状が

あった際には、看護師間・課長・施設長・往診医と相談を密に取りながらその時に必要な対応

を継続して行っている。 

〇 ご家族との情報共有､連絡を密に行う。 

  ご利用者の体調の変化があった際は、ご家族へ情報提供を行い、身体の不調から改善まで継

続して連絡をとることで少しでもご家族の不安を解消できるよう対応を行った。ご家族から、

ご利用者の容態や普段の様子を聞かれることや面会時の些細な変化などもご報告していただ

ける事が増えた。このことから、ご家族にとって施設との信頼関係の構築に繋がっていると

言える。 

 

＜次年度に向けて＞ 

 ・今年度に引き続き、感染症､疾患､年齢による身体変化及び留意し異常の早期発見に努める。 

 ・加齢や入退院による ADL の低下や以前の状態から変化がみられつつあるご利用者の今後の方

向性を医師の見解の元、他職種協同で連携しながら、ご利用者だけでなくご家族に寄り添え

る看護を行う。 

 

以上 
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事業報告書 
部署名称 看護係 機能訓練 

報告書作成日 2023 年 4 月 26 日 責任者 清水 麻子 

所属職員 ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨｴｲﾄﾞ：浦山 真理子、機能訓練指導員：清水 麻子 

報告期間 2022 年 4 月 1 日 ～ 2023 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

＜業務内容＞ 

・機能訓練計画書の作成。 

・ご利用者の機能訓練の実施。 

（ラジオ体操、関節可動域訓練、歩行訓練、生活動作訓練、ﾏｯｻｰｼﾞ等） 

・ご利用者の良肢位保持の為のポジショニング評価。 

・業務日誌の作成、ほのぼの NEXT の入力業務。 

・スネーククッションの作成等、座面クッションの管理、車椅子のﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞによる在庫管理。 

・クラブ活動の対応。（民謡クラブ、ミュージックピアッツァ、のど自慢大会、ボッチャ、書の会、

よいどころ） 

 

＜昨年度の課題＞ 

・機能訓練計画書の作成手順の確立。 

・クッション類に関する管理方法の必要。 

・拘縮、可動域制限があるご利用者の関節拘縮緩和。 

 

＜取り組みと成果＞ 

① 機能訓練計画書の作成手順の確立。 

計画書作成始めはエクセルを活用し作成していたが、LIFE に移行することに伴い新たに 

ベースを作成し取り組みを行った。計画書の内容や文言については適切な表現や目標設定に 

至らないことがあるため、今現在も改善に取り組んでいる。 

また、多職種との職員と連携を図る為、上長の SV をもとにバーセルインデックス（生活 

機能チェックシート）を取り入れ、利用者担当 CW に協力を依頼し作成。他職種で連携を 

図りながら、ご利用者お一人お一人の ADL を確認し計画書に反映させている。 

 

② クッション類に関する管理方法の必要。 

洗濯した車椅子座面クッションが所在不明になることもあり、アクティビティエイドと共に 

施設用座面クッションの個数、種類の調査を行いナンバリングによる管理を行った。 

それに伴い座面クッションの管理がスムーズになり、CW も機能訓練室で確認を行う機会が増

え連携が図りやすくなり、個人所持品や施設備品の取り扱いについて向上に繋がったように感

じた。 
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③ 拘縮、関節可動域制限があるご利用者の関節拘縮緩和。 

関節拘縮の強いご利用者や、可動域制限があるご利用者へは週 2～3 回ほど訪室回数を増や 

し訓練することによって若干の拘縮の改善が見られた。ポジショニングについては、良肢位 

保持、維持の為、評価後に写真を撮り居室に設置し全職員へポジショニングの方法として 

周知を図った。 

 

④ その他。 

クラブ活動に関しては、現行のクラブ活動の他に曜日指定などはせずにご利用者が主体的に 

「やろう！」と思い立った時に集まって行われる、『麻雀』『将棋』が一番街マルシェで開催 

され麻雀や将棋がお好きなご利用者が集まり熱心に取り組んでおられた。 

フロアにおいては生演奏、歌でお誕生日会を盛り上げる活動も行っている。 

   

＜次年度に向けて＞ 

1，機能訓練計画書をもとに、目標到達に向け個々のご利用者への訓練スケジュールを 

確立する。 

2，機能訓練計画書をコンスタントに作成、閲覧、郵送が出来るよう、自分自身の業務の 

見直しを行い、滞ることなく実施する。 

3，誤嚥性肺炎の予防、褥瘡予防、良肢位保持のためのポジショニング評価を引き続き行える

よう多職種と連携を深め、情報共有を図るツールを確立する。 

 

以上 
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事業報告書 
部署名称 相談係 

報告書作成日 2023 年 4 月 21 日 責任者 大金 美保 

所属職員 大金美保（主任）・座間知子（相談事務） 

報告期間 2022 年 4 月 1 日 ～ 2023 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

＜業務内容＞ 

・入退所に関する業務。 

・給付管理及び利用請求に関する業務 

・相談に関わる業務。（特養・ショートステイ） 

・入所検討者等の見学・面談の対応。 

・ケアマネジメント関係…ご家族・ご本人を交えたケアプラン会議の開催。 

・預り金の管理、利用料金の請求・管理業務。 

・介護保険申請業務の補助…介護保険更新時、区分変更時にご家族へ申請補助を行い、認定調査 

 の立ち合いを行った。 

・年間行事のサポート業務。 

 

＜年度当初の課題＞ 

・年間稼働率 95％を目標とし、入所居室に関しては満床状態の維持を目指す。 

 

＜取り組みと成果＞ 

１、利用者ニーズ 

  ・利用者懇談会の開催…  2022 年 7 月 8 日（31 名出席） 

   職員紹介、意見等質疑応答 

   お茶と水ようかんをお出しし、和やかな雰囲気での懇談を行った。 

               

  ・御家族の皆様との懇談会  

例年年度内 2 回開催予定であるが、新型コロナウイルス感染症対策の為、御家族様との懇

談会は中止とした。 
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２、稼働率について 

＜入居・ショートステイ＞ 

月 ユニット型 従来型 入居稼働率 ショートステイ 総稼働率 

2022 年 4 月 86.0％ 91.9％ 88.8％ 96.7％ 89.51％ 

5 月 85.5％ 94.2％ 89.6％ 94.8％ 90.00％ 

6 月 89.1％ 89.7％ 89.4％ 99.0％ 90.20％ 

7 月 90.3％ 92.8％ 91.5％ 96.5％ 91.90％ 

8 月 88.3％ 95.5％ 91.7％ 87.4％ 91.25％ 

9 月 90.5％ 96.7％ 93.4％ 104.3％ 94.48％ 

10 月 88.1％ 93.3％ 90.5％ 102.9％ 91.71％ 

11 月 94.1％ 96.1％ 95.0％ 73.3％ 92.90％ 

12 月 90.4％ 88.3％ 89.4％ 81.0％ 88.60％ 

2023 年 1 月 88.2％ 88.6％ 88.4％ 65.5％ 86.20％ 

2 月 90.3％ 88.5％ 89.4％ 66.1％ 87.20％ 

3 月 93.3％ 91.1％ 92.2％ 65.2％ 83.2％ 

 ・年間平均稼働率 

  ユニット型：89.6％  従来型：92.2％  ショートステイ：86.1％ 

  全平均稼働率：90.3％ 

 

 ・利用者状況（2022 年 3 月 31 日現在） 

   最高年齢：100 歳   男性：93 歳    女性：100 歳 

   最低年齢：62 歳   男性：62 歳    女性： 65 歳 

   平均年齢：85.70 歳  男性：79.61 歳   女性：87.21 歳 

   平均介護度：3.98    男性：4.00     女性：3.97 

 

・入所・退所状況（上段：ユニット型 下段：従来型） 

 入 所 退 所 

男性 女性 計 男性 女性 計 

4 月 1 

0 

2 

1 

3 

1 

0 

0 

1 

0 

1 

0 

5 月 0 

1 

1 

0 

1 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

6 月 0 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

0 

1 

0 

2 

0 

7 月 1 

0 

1 

1 

2 

1 

1 

3 

0 

0 

1 

3 

8 月 0 

0 

2 

0 

2 

0 

0 

0 

2 

0 

2 

0 
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9 月 0 

0 

1 

1 

1 

1 

1 

0 

0 

1 

1 

1 

10 月 0 

0 

2 

0 

2 

0 

0 

0 

1 

1 

1 

1 

11 月 0 

0 

0 

2 

0 

2 

0 

0 

1 

0 

1 

0 

12 月 0 

0 

1 

0 

1 

0 

0 

1 

1 

0 

1 

1 

1 月 1 

0 

0 

0 

1 

0 

1 

0 

0 

0 

1 

0 

2 月 2 

0 

2 

2 

4 

2 

0 

1 

3 

1 

3 

2 

3 月 0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

 

計 

5 

1 

6 

12 

7 

17 

17 

8 

25 

4 

5 

9 

10 

3 

13 

14 

8 

22 

 ・入所者数  ユニット型：17 名（男性：5 名 女性：12 名） 

        従来型  ：8 名（男性：1 名 女性：7 名） 

        合 計  ：25 名（男性：6 名 女性：19 名） 

 ・退所者数  ユニット型：14 名 （男性：4 名 女性：10 名） 

        従来型  ：8 名（男性：5 名 女性：3 名） 

        合 計  ：22 名（男性：9 名 女性：13 名） 

＜入所者内訳＞ 

 ・介護老人保健施設：2 名  ・病院：4 名 ・有料老人ホーム：1 名 

 ・小規模多機能：1 名  ・在 宅：12 名 ・サ高住：3 名 ・グループホーム：2 名 

 

<退所者内訳> 

  ・入院中等で病院にて死亡された方は 10 名。  

  ・長期入院等：12 名  

 

<2022 年度総括＞ 

・総稼働率 90.3％。年間稼働率 95％を年度当初の目標としていたが実現することができなかっ

た。 

・年間入所稼働率はユニット型 89.6％、従来型 92.2％で前年度の稼働率を下回った。 

・ショートステイ事業については、利用ニーズが高まり、稼働が増えている。2022 年 9 月、10 月

には稼働率 100％以上を達成することができた。 

・ケアプラン会議に関して、スケジュールについて明確化し実施する事が出来る様になった。 
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 しかし新型コロナウイルスに伴う感染症蔓延等もあり、昨年度同様、ご家族を交えての会議 

 の開催は控えている。但し、事前にご家族へケアに対するニーズ等を伺う書式を送付し回収。 

 ご希望を踏まえた内容も取り込み、施設内他職種にて会議を開催した。 

・相談室業務についてはワンストップサービスを心掛け、また相談室配置換えを行いご家族と 

 のコミュニケーションが取りやすい環境を整えた。しかし、昨年度同様に感染症対策にて面会

等を制限する事となり、面会方法を予約制で対面の面会に切り替え、ご利用者の顔が直接見ら

れお話しできると好評いただいている。 

 

＜次年度に向けて＞ 

・入所居室に関しては満床状態を維持できるよう努力を行うと共に、年間稼働率 95％を目標と 

 していく。 

・ショートステイ事業に関しても稼働率アップにつながるよう居宅介護支援事業所と連携や短期

入所利用申し込み支援システムの活用を行いながらサービスを行い、リピート利用者のニーズ

をつかむように努力してくと共に、フロント業務としての受け入れ体制を構築し、介護職員が

不安を感じないでケアに当たっていけるよう注意を払っていく。 

・入居等に当たっては、新型コロナウイルス感染症対策に沿い、川崎市へ協力頂きながら入居前・

入居時の PCR 検査の実施や、利用前の体調確認シートを用い、感染症を持ち込まない対応を 

 行っていく。 

・ケアプランについては、引き続きスケジュール調整等を行い、確実に会議の開催・モニタリング

を行っていく。 

・計画書について、説明不足や同意書への確認記入が遅くなってしまう事もあった為、計画書の 

 管理についてもチェック体制を画一していく事が課題である。 

・ニーズを把握し、それらに的確に素早く対応する体制 ～ワンストップサービス～の充実 

 また、ご利用者・ご家族との信頼関係構築する事にも務め、懇談会等を通して施設運営に対する 

 取り組みの報告や成功の共有を図っていきたい。 

・給付管理については、介護請求及び利用請求に関わる情報を正確に把握、給付管理ソフトに正確

にデータ入力し、イレギュラー件数をなくしていく。 

以上 
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事業報告書 
部署名称 事務課 栄養係 

報告書作成日 2023 年 4 月 24 日 責任者 小曽根 千絵 

所属職員 小曽根千絵（副主任）、齋藤友紀（産休中）、山田邦彦、磯崎祐磨、大川泰志、

田中春美、横井美華子、中津川幸恵、藤松純子、真鍋玲、細谷奈名子、    

宮幸寛子、白石照雄、真鍋秀樹 

報告期間 2022 年 4 月 1 日 ～ 2023 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

＜業務内容＞ 

給食管理業務：・ご利用者への食事提供 ・食事の上膳、下膳、食器洗浄 

       ・納品業者への食材の発注、検品、在庫管理 ・食数管理 ・行事食の実施 

       ・職員食の提供 

栄養管理業務：・ご利用者の栄養スクリーニング、アセスメントの実施、それに沿った栄養ケア計

画の作成 

     ・栄養ケア計画に対しての定期的なモニタリングと評価 

     ・行事食実施の際、お楽しみの場としてのおもてなし全般の考察と実践 

     ・日々の食事に関連する環境の問題点の検証と改善 

その他    ・よいどころでのおつまみ等の提供 

 

＜年度当初の課題＞ 

給食管理業務 

① 安心、安全な食事を安定して提供する。 

② 食のクオリティーを向上させる。 

③ 衛生管理の徹底を継続する。 

④ 職員の雇用が安定する職場環境作り。 

栄養管理業務 

① 栄養ケアマネジメントの流れの確立。 

② 他職種と食に関する連携を深め、ご利用者の栄養ケアを充実させる。 

③ 食に対する施設方針や考え方を栄養係職員全員が共有し、一体感を持った運営により質の向上

に努める。 

 

＜取り組みと成果＞ 

給食管理業務 

・行事食において、昨年同様、レジデンシャル常盤台と協力し、応援体制をとりながら実現する

ことができた。 

・今年度から、居酒屋よいどころで、おつまみ等の提供を開始し新たにご利用者と触れ合うこと
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ができた。 

・物価高騰につき、食材費の増加が課題となる為、吟味しながら仕入れをし、在庫管理をきちん

とするように努めた。 

 

栄養管理業務 

① 栄養ケアマネジメント 

ご利用者のことを知り、ご利用者に覚えていただくためにミールラウンドを頻繁に行い、ご利

用者の状態を肌で感じるように努めた。ADL の低下に伴い、食事量も低下していく中で低栄

養の改善に努めたが、なかなか十分な効果が得られず反省している。 

② 他職種の方との連携 

他職種の方からの情報収集やケアプラン会議での意見拝聴を日々の栄養ケアマネジメントに

活かしていくことを行った。また、栄養食事ケア検討委員会で体重の推移を確認し、支援方法

の変更や改善に繋がったことは今後も続けていきたい。 

③ 厨房業務、職員との共有、一体化 

ご利用者がしっかり食事を摂取していただくためにという意味で、個別の食提供方法やイレギ

ュラー対応を行い、それを厨房職員に書面だけでなく口頭で伝えることにより、大きなミスな

く行えた。 

 

＜次年度に向けて＞ 

・栄養ケアマネジメントにおいては、ミールラウンド等でご利用者に多く接することで、お一人お

一人の食の課題を見極め、問題点を見つけ対応していく。他職種と密に連携し、事務作業に偏る

ことなく、効果的な計画策定を行い実践していく。 

・ご利用者が楽しみにされる行事食について、準備を怠ることなく、役割分担も明確にすることで

円滑に進めていく。 

・日々のお食事を楽しく召し上がっていただくため、まずは安全なお食事を提供することが第一

である。 

・課題をクリアしながら、職員同士の士気を高め、業務を行なっていく。 

以上 
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事業報告書 
部署名称 事務課 

報告書作成日 2022 年 4 月 26 日 責任者 松岡 敬樹 

所属職員 松岡敬樹、山中辰、大橋紀穂、熊澤麻衣子、高橋邦彦 

報告期間 2022 年 4 月 1 日 ～ 2023 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

＜業務内容＞ 

人事・労務：職員採用活動、入退職手続き、勤怠管理、給与計算、健康診断・ｽﾄﾚｽﾁｪｯｸ実施 

経理：給与支払、経費支払 

施設管理：設備管理・修理、物品在庫管理・購入 

行政対応：各種報告・届出、助成金・補助金申請 

＜年度当初の課題＞ 

・雇用の安定･･･必要職種の適切な採用、必要人材の長期雇用確保 

・収益予算の達成･･･収支管理徹底、コスト(人件費・物件費)削減 

・施設管理･･･利用者の快適な生活の場提供、職員の職場環境改善 

＜取り組みと成果＞ 

・安全・安心な施設サービスの提供に向け、コストを抑えかつ有効な採用媒体に絞り込んだ採用活

動を行ったこと 

・外国人雇用により必要な職員数は確保でき、コスト負担の高い派遣契約を 6 月に解消できた 

・10 月発生した看護師の欠員解消には苦戦し、一時的に派遣受け入れせざるを得なかった。 

・永年の懸案であった介護職員については必要な職員数は維持できており今後は自然減に備える。 

・借入金の返済を確実に行え、収支の安定した財務体制を目指したが、新型コロナの影響にて、長

期入院者や退所者のリカバリーがタイムリーに行えず、収入予算は未達に終わった。 

・支出に関しては仕入れ業者や仕入れ数の見直しを行い、施設設備の修理・メンテンナンスを自前

で行うことにより圧縮できたが、水光熱費の高騰による影響は大きく大幅な利益残とはならな

かった。 

・ご利用者への快適な生活環境の提供、及び職員の安定的な業務執行のために、施設の管理点検、

総合維持管理点検の活用や、営繕職員による修理など工夫して実施した。 

・民間の助成金を活用し、カビ対策として対象エリアに除湿乾燥機を設置した。 

＜次年度に向けて＞ 

施設の安定的な運営及び財務基盤の確立に向けて、以下の責務を果たす。 

① 雇用の安定･･･欠員発生時の迅速かつ適切な採用、的確な育成による安定的な雇用維持 

② 収支残の確保･･･収入予算の達成と、適切な支出による収支コントロールを実践 

③ 施設管理･･･利用者の快適な生活と職員の安全な労働環境の提供 

以上 
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事業報告書 
部署名称 介護事業支援課 クリーンエイド 

報告書作成日 2023 年 4 月 20 日 責任者  

所属職員 鈴木清美(リーダー)、北野里美、吉岡あいり、井口康雄 

報告期間 2022 年 4 月 1 日 ～ 2023 年 3 月 31 日  12 ヶ月間 

＜主な通常業務＞ 

 全館の共用部と外周りの清掃・環境整備 

＜具体的な通常業務内容＞ 

１． 外周り 

・ほうき掃き ・丸テーブルと椅子 ・窓ガラス ・駐車場  

２． １番街の清掃 

a) ダスター、モップ 

   ・床全般(共用廊下、管理廊下) ・マルシェ ・職員休憩室 ・ 

b) 拭き掃除 

・玄関 ・手すり ・エレベーター ・マルシェ 

・トイレの鏡周り ・ロッカーの鏡周り  

c) トイレ掃除 

・便器清掃 ・鏡周り清掃 ・モップで床清掃 ・トイレットペーパー、ペーパータオル、 

d) トイレ、洗面所ドアノブなどの消毒 

e) ごみ収集 

・１番街全般のごみ収集 

３．２～4 番街の清掃 

a) ダスター、モップ 

・共有部分(居室を除く)、ケアステーション、配膳室をダスター、モップで床清掃 

b) 拭き掃除 

・ケアステーション ・手すり ・エレベーター ・共用洗面台の鏡周り 

c)トイレ掃除 

・便器清掃 ・鏡周り清掃 ・モップで床清掃 ・トイレットペーパー、ペーパータオル 

の補充 

d) トイレ、洗面所ドアノブなどの消毒 

e) ごみ収集 

・共有部分(居室を除く)、ケアステーションのごみ収集 

４．その他 

a) 階段清掃 
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５．通常業務以外の実務 

  ・行事手伝い(敬老の日、クリスマス餅つき、節分豆まき、など) 

６．年度当初の課題 

・正規メンバー4 人に加え、2023 年 1 月山崎俊雄さんが退職、同年 3 月に井口康雄さんが入

職し再び 4 人でシフトが組めるようになり１シフト 1 人体制を減らすことができた。 

７．取り組みと成果 

・(上記６項に関し) 現状の体制(４人)が維持できれば、基本となる清掃は時間内で 

達成できる。 

  ・トイレの詰まり(紙詰まり)が特に 2 番街で発生したが現在は収まっている。 

    ・2022 年月、職員、ご利用者にコロナ陽性者発生したため、施設指示により 3・4 番街の清

掃一部中止。同年 11 月 2 番街で利用者コロナ陽性者クラスター発生、2 番街一部清掃中止

となった。手で触れる箇所は現在も１日２回消毒を実施中。 

  ・長期間傘立てに放置されていた多数の傘を分別処分し、まだ使えそうな傘については倉庫

に収納した。 

８．次年度に向けて 

  ・日々のトータルごみ廃棄量がかなり多く、事務方よりごみの減量化(*)を強く推進していた 

だいているが、廃棄物倉庫がすぐにいっぱいになることが多い。 

(*) ごみの減容化の一環としてプラスチック袋の空気抜きを実践しているが、中途半端 

な空気抜きとなってしまうケースが多く見受けられる。 

  ・施設も丸 6 年目に入りますが現状維持を保てるよう努めていきたいと思う。 

以上 
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事業報告書 
部署名称 介護事業支援課 洗濯エイド 

報告書作成日 2022 年 4 月 20 日 責任者 佐藤 直明 

所属職員 植田恵津子（リーダー）、吉岡明美、秦明子、佐々木悦子 

報告期間 2022 年 4 月 1 日 ～ 2023 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

＜業務内容＞ 

・各番街の洗濯物の回収と前日の入浴時の着換の洗濯 

・昼食前にバンダナを届ける 

・午前入浴時の着替えとクリーンルーム内の洗濯物回収 

・衣類の材質、ポケットの中、汚れの有無、名前漏れに気を付け、ほつれ等の直し 

・機器・洗濯室内の清掃 

・行事使用の備品の洗濯、アイロンがけ 

・備品の縫製 

＜昨年度の課題＞ 

・満床となりショートステイの方の入出も多くなり届け間違いのないよう作業する。 

・洗濯量が増えているので効率よく作業する。 

・機器や洗濯室の床は雑巾がけする。 

・入浴用カートの清掃と清潔を心がける。 

 

＜取り組みと成果＞ 

・ショートステイ衣類については SS 居室表を確認し不備なく届けることができている。 

・声をかけ合い、作業分担し効率よく出来ている。 

・洗濯室の衛生面は保持出来ている。 

・入浴用カートの清掃は毎日行い清潔の保持が出来ている。 

＜次年度に向けて＞ 

・ショートステイの方の衣類については氏名記入漏れが多く、返却に困るケースがあった為、 

 次年度は個人の財産である衣類を無くさぬように多職種で対策を講じる必要がある。 

・介護職員使用の入浴着で補正できない部分が傷んできている為、買いなおしの検討が必要。 

・洗濯室、機器、入浴用カートの清掃、清潔に関しては引き続き意識的におこない衛生面に 

 配慮する。 

・届け間違いを無くす為、畳む際に氏名の確認を徹底しお届けする。 

以上 
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事業報告書 

部署名称 介護事業支援課 リネンエイド 

報告書作成日 2023年 4月 25日 責任者 山崎 佳代子 

所属職員 山崎佳代子（リーダー）、一瀬あい子、西山紀美子、堀 妙 

久高美加、茶村千瀬 

報告期間 2022年 4月 1日 ～ 2023年 3月 31日 12 ヶ月間 

＜主な通常業務＞ 

 ・ご利用者居室ベッドのリネン交換・床清掃・洗面台清掃(各入居者 1 週間に 1 回の対

応) 

 ・新規入所者・ショートステイ入居される方のベッドメイキング・居室の清掃・環境 

  整理。     

 ・リネン交換業務遂行に関する計画作成。 

 ・他部署との連携。 

＜昨年度の課題＞ 

 ・ベッドキャスターロックのかけ忘れ、ゴミの取り忘れの防止。 

 ・清掃方法・居室入室タイミング等効率的な業務を行う。 

 ・チームメンバー間での引継ぎを確実に行う。 

＜取り組みと成果＞ 

 ・各居室リネン交換・清掃終了時にチームメンバー同士で声掛けし再確認を行った。 

 ・ご利用者一人一人に合わせた体調の変化等含め、入室タイミングに関する計画策定 

  の際、計画表に記載しチーム全員が意見を出し、意識を統一し業務に取り組む事が 

  できた。 

 ・出勤時に昨日からの連絡事項・当日の流れを確認し、情報の共有を図る事が 

  できた。 

 ・新規職員が加わり指導しながら業務を遂行した。 

 ・今年度も施設内において新型コロナウイルス感染者が発生したが、組織的な指示を 

  受け、清掃を行う事ができた。 

＜次年度に向けて＞ 

 ・引き続きベッドキャスターロックのかけ忘れやゴミの捨て忘れ、ベッドの位置が 

  元通りになっているか等、安全面に注意しながら業務を行う。 

 ・清掃方法等・入室タイミング等を含め、改善や意見を出し合いながら効率良く対応 

  を行う。 

 ・報連相をしっかり行うと共に、メンバー間での引継ぎを確実に行いどの職員が対応 

  しても一定で統一した対応が行われるように努めていく。 
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 ・感染症対策研修等で学んだ事を徹底して対応を行っていく。 

 

以上 
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事業報告書 
委員会名称 権利擁護委員会 

報告書作成日 2023 年 3 月 24 日 委員長 長井 真希子 

構成委員 

 

スーパーバイザー 

小林由和（看護）、久保田伸一（介護）、斎藤朝代（介護）、 

西山奈智子（介護・副主任）、長井真希子（介護・主任） 

外池施設長 

報告期間 2022 年 4 月 1 日 ～ 2023 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

＜目的及び課題＞ 

ご利用者の身体拘束、虐待など権利の侵害行為をなくして、安心、安全、安楽な生活をしていただ

くようにする。 

ご利用者へのリスペクトケアに基づく介護の実践。 

 

＜活動日＞毎月 第一月曜日 16 時半～ 

 

＜実施内容及び結果＞ 

① 「言葉」についてアンケート 

前年度行った標語について、全職員対象にアンケートを行なった。80 名がアンケートを提出

され、標語を意識するようになり、約 7 割～8 割の方が気づきや効果があったと回答された。

普段から不適切な言葉使いをしている場面を見かけるとの声もあったが、同時にお手本になる

職員も沢山いたことがわかった。 

 

② 不適切ケア「これってどうなの」研修 

(ア) のアンケート結果から、現場で不適切な場面があるとの回答があった。どのようにすれば 

不適切ケアが無くなるのか委員会で話し合いをした。外国人職員にも理解できる動画を作成し、

不適切ケアの気づきやご利用者に対してのリスペクトケアについて、業種に捉われずみんなで

考えられるようグループディスカッション形式の研修を行なった。71 名の職員が参加される。

外池施設長のスーパーバイズもあり、リスペクトケアの大切さやお互い思いやりを持ち、協力

して業務が出来る環境を皆で作っていこうという啓発になった。 

 

＜次年度に向けて＞ 

・途中、委員会メンバーが 2 名抜けて、委員会活動が進まない時期もあったので、しっかり引き

継げる体制をつくる。日々業務の中に潜んでいる虐待の芽を摘み、大きな事故にならないよう

な環境をつくる。マンネリ化しないように、職員全員が参加したいと思える活動を企画する。 

 

以上 
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事業報告書 
委員会名称 事故発生防止委員会 

報告書作成日 2023 年 4 月 26 日 委員長 鈴木秀雄 

構成委員 

 

スーパーバイザー 

鈴木貴之（介護・主任）、大金美保（相談・主任）、渡邉隆介（介護） 

菅井仁美（介護）、清水麻子（看護・機能訓練）、大矢美奈子（看護） 

佐藤介護支援課長、山﨑介護係長 

報告期間 2022 年 4 月 1 日 ～ 2023 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

＜目的及び課題＞ 

・毎月第一金曜日開催 

・事故やヒヤリハットの件数や把握をおこない、事故発生件数が減るように協議検討を行なう。事

故報告書の内容等を 

職員に共有していただく。必須研修の開催、および事故報告書の件数の集計とグラフの作成。 

 

＜活動日＞ 

・毎月第一金曜日 

 

＜実施内容及び結果＞ 

①2022 年 8 月に事故防止に関する研修を実施。高橋統括施設長に講師を依頼実施した。 

②事故発生件数の集計及び確認 

 ・毎月起きた事故発生及びヒヤリハットの報告書を番街ごとに集計、事故内容や件数の 

  確認をおこなった。 

 

＜次年度に向けて＞ 

・開催定例日で委員会メンバーが集まらないこと多く、毎月開催することが出来なかった。 

・委員会開催前に毎月の集計ができていなかったので今後は確実に集計をおこない、委員会の会

議の中で発生件数が多い事故、重大な事故について問題提起して、会議で協議できるようにし

たい。 

・今年度の研修は上期におこなったのものの、下期に行なえなかったので来期は年に 2 回、研修

を開催できるようにする。 
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事業報告書 
委員会名称 感染症・食中毒予防対策委員会 

報告書作成日 2023 年 4 月 25 日 委員長 山﨑なみき 

構成委員 

 

スーパーバイザー 

外池施設長、佐藤課長、山﨑係長、山﨑なみき（看護・主任）、 

山森啓子（栄養）、小曽根千絵（栄養・副主任）、松岡事務長 

髙橋法人顧問 

報告期間 2022 年 4 月 1 日 ～ 2023 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

＜目的及び課題＞ 

 感染症、食中毒予防の知識習得の為の研修会を企画、開催 

 新型コロナ感染症を中心に感染予防対策、感染者発生時の対応方法周知 

 

＜活動日＞ 

 毎月第四火曜日 17：00～ 

 

＜実施内容及び結果＞ 

①感染症予防対策について 

 ・新型コロナ感染症を中心として、感染予防に対しての注意喚起を継続的に行った。 

 ・新型コロナ感染者は職員については断続的に発生したが、今年度は利用者についても 5 月と

11 月に陽性者が発生、11 月はクラスターとなったが、保健所とも連携しながら適切に対策を

実施し、最小限の拡がりに留めることができた。 

・新型コロナ感染対策グッズ（マスク・ガウン等）をセットしたワゴンを各番街に配置し、発生

時に即対応できるよう準備した。 

 ・ご利用者の発熱等新型コロナ感染疑いがある場合は居室対応等対策及び経過管理を徹底し、

職員の家族や本人の体調不良時には出勤を控え、病院受診、PCR 検査の実施を指示、陰性確

認後の出勤を徹底した。また、流行状況によりご家族との面会制限を適切適宜に実施した。 

・予防策として、利用者向け（一部職員向け）4、5 回目コロナワクチンを実施、インフルエン

ザワクチン接種（利用者はたま日吉台病院、職員は東山田ヒルズクリニックの協力により）も

行った。 

・インフルエンザは家族発症から一部職員の感染が発生したが施設内での感染は防げた。また、

厨房職員によるサルモネラ菌発症はあったが当人のみに留め拡大は防げた。その他ノロウイ

ルスなど食中毒感染症の発生はなく、標準予防策の定着が実感できた。 

 

②研修開催について 

 ・全職員を対象に下記２回の研修を開催した 

 ・6 月開催「標準予防策とその実践」 
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新入職員もいるため、あらためて標準予防策についての研修を実施。もっとも重要な手洗い

について、実際に手洗いした後にブラックライトで検証する実践的な内容とした。 

 ・1 月開催「季節感染症とノロ感染吐物処理手順」  ※当初 11 月予定もコロナ感染のため延期となった 

インフルエンザ、新型コロナウィルス、ノロウィルスについて整理して学ぶとともに、ノロウ

ィルス発症時の吐物処理につき、処理方法をまとめた動画を視聴し、その後実際に処理を実践

することで、発生時の行動を視覚と経験で身につける研修内容とした。 

 

 

＜次年度に向けて＞ 

・知識、意識醸成の場として引き続き研修（２回/年）を実施する。標準予防策の徹底と時勢に沿

った研修内容とする。新型コロナウィルス５類移行後も施設内での対策は継続実施の予定であ

り、その対策を周知する内容も盛り込む。また、新入職員用や外国籍職員向け研修ツールを作成

し、新入職員については虎の穴研修の中のカリキュラムに追加を検討する。 

・今後の国の方針を踏まえ、施設として取り組み策を決定し、適宜感染症対策マニュアルの見直し

を行い、職員が最新のマニュアルをいつでも閲覧できる状態を維持する。 

・ノロウィルス吐物処理動画の作り直しを行う。 

・委員会メンバーは各部署責任者を中心とし、方針決定後の現場の動きをスムーズに行う体制と

する。 
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事業報告書 
委員会名称 褥瘡発生予防対策委員会 

報告書作成日 2022 年 4 月 15 日 委員長 大金 美保 

構成委員 

 

 

スーパーバイザー 

山﨑主任（看護）、山森啓子（栄養）、矢口起美代（介護）、ジョナー（介護） 

竹原正也（介護）、加川民生（介護）、新井ちさと（介護）、 

清水麻子（看護・機能訓練）、大金美保（相談・主任） 

山﨑課長 

報告期間 2022 年 4 月 1 日 ～ 2023 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

＜目的及び課題＞ 

褥瘡発生の予防、または発生時において適切なケアサービスを提供するために、多職種で委員

を構成し、現状の問題点や改善点などを検討、協議することにより、早期発見、早期治療に努め

ることを目的とする。今年度は 3か月毎（3月、6月、9月、12月）に行われるブレーデンスケ

ールでの評価を基に①研修の実施、②治療計画書の取り組み、③栄養面から考えることについ

ての検討、協議が課題であった。 

 

＜活動日＞ 

毎月第 4月曜日 16 時 30分～ 

 

＜実施内容及び結果＞ 

① 研修の実施 

前期は 9 月 26 日と 29 日に「褥瘡とは何か？」という事を全職員に周知することを目的にブレ

ーデンスケールと事例問題や褥瘡対策個別計画書を使用してグループワーク形式で外池施設長

による講義。2 回合計 41 名の職員が参加し、参加した職員のためになるという言葉が聞かれた

こともあり、褥瘡についての理解を深めた。 

 

② 治療計画書の取り組み 

・3か月ごとに行われているブレーデンスケールの評価では点数（数字）で褥瘡の予防または治

療が必要か否かを判断している。  

・14 点以下のご利用者に対して介護面、看護面、栄養面からどうすればよいのかを具体的に考

え、実践するために今年度の委員会ではブレーデンスケールと並行して治療計画作成の準備

を行ってきた。今年度ではパソコン入力での書類提出を導入。回数を重ね、ほぼ全職員がパソ

コン入力での提出ができるようになった。 
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＜次年度に向けて＞ 

・ブレーデンスケール、治療計画書の作成を期日内までにスムーズに行えるような仕組み作り、 

作成に当たり記入ポイントや注意点などを洗い出し、連絡ファイルや会議で通知するなど行い

職員へアプローチする。 

・スネーククッションの活用に伴い、適切な使用方法については一度研修を行う。 

・汚染時の取り扱いについてマニュアル化し、職員への周知を図り統一することにより不手際に

よる時間のロスや機会ロスを減らしていく。 

・研修を実施する際は、委員会内全体で情報を共有し、開催に向けての準備を行っていく。 

 

以上 
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事業報告書 
委員会名称 苦情対応委員会 

報告書作成日 2023 年 3 月 26 日 委員長 大崎 恵 

構成委員 

 

スーパーバイザー 

山﨑係長、大金美保（相談・主任）、石間雄人（介護・主任）、 

ロドリゴ（介護）、京極智之（介護）、増井太一（看護）、大崎恵（介護） 

外池施設長 

報告期間 2022 年 4 月 1 日 ～ 2023 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

＜目的及び課題＞ 

委員会の目的 

・ご利用者やご家族、地域住民からの苦情や要望・意見などの速やかな対応に努める 

・意見箱への意見投函数が少なく、苦情対応に関する研修開催が実施できていない課題がある。 

  

＜活動日＞ 

奇数月の第二水曜日 16：30～ 

 

＜実施内容及び結果＞ 

委員会開催実施状況 全 6 回 

  5 月・7 月・9 月・11 月・1 月・3 月 

・営繕高橋 W に意見箱設置台を作成。 

・ポスター作成（石間主任） 

・投函依頼チラシ作成（大崎）及び連絡ファイル・会議にて周知 

・意見箱の中の確認及び回収 

・寄せられた意見について委員会内で確認し、必要に応じて他の委員会に対応を依頼する。 

・意見への返答がスムーズに出来るような流れ作りができた。 

 

＜次年度に向けて＞ 

・進んでご意見箱に投函してくださるご利用者の声を待つだけでなく、職員が声を察知する、聴

いていく意識を持てるよう委員会として働きかける。 

・権利擁護委員会や他委員会と協働しより良いサービスが提供できるよう、研修会の開催など

も検討していく。 

 

 

以上 
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事業報告書 
委員会名称 広報委員会 

報告書作成日 2022 年 3 月 31 日 委員長 山中 辰 

構成委員 

 

スーパーバイザー 

及川悌明（介護）、京極智之（介護）ガーリー（介護）、山中辰（事務）、 

佐々木理志（介護・副主任）、竹原正也（介護）、小林由和（看護） 

高橋統括施設長、外池施設長 

報告期間 2022 年 4 月 1 日 ～ 2023 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

＜目的及び課題＞ 

 目的 

 ・広報活動を通して、ご利用者やご家族、地域の方々に施設の取り組みを PR するとともに、 

  情報発信のツールとして活用する。施設の活動をお届けする。 

 課題 

 ・広報委員に役割を振り、広報誌の作成に関われるようにする。 

 ・ホームページの有効活用と決められたスケジュール通りに進行する。 

 ・広報誌（百合ヶ丘便り）の発行を早く完成できるようにする。 

 

＜活動日＞ 

 毎月第二金曜日 16：30～ 

 

＜実施内容及び結果＞ 

 ・前年度に引き続き百合ヶ丘便りの発行は、毎月発行することができた。 

 ・スタッフブログは更新があまり出来ておらず有効活用するには至らなかった。 

 ・百合ヶ丘便りのタイトルには書の会開催時に毎月、ご利用者へ題字の依頼を行った。 

 ・ご家族にアンケートの協力を依頼し、広報誌作成の参考とした。 

 ・広報用の写真を撮る時に必要な写真数が少なかったり、使用できない写真が多かった。 

 

＜次年度に向けて＞ 

 ・各委員との連携を取り各部署の協力をを依頼し、よりよい記事を作成する。 

 ・行事等の際にカメラは 2 名で行い、よりよい写真撮影を心がけたい。 

 ・広報誌は、外部印刷で発注し品質の良い紙にてご家族に提供したい。 

 ・継続して余裕をもって広報誌を上げれるようにする。 

以上 
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事業報告書 
委員会名称 行事委員会 

報告書作成日 2023 年 4 月 10 日 委員長 野口 正子 

構成委員 

 

 

スーパーバイザー 

石間雄人（介護・主任）、佐々木理志（介護・副主任）、久保田伸一（介護）、

三坂郁弥（介護）熊澤麻衣子（事務）、山中辰（事務）、大崎恵（介護）、 

野口正子（介護）、山森啓子（栄養）増井太一（看護）、村松浩恵（介護） 

高橋統括施設長、外池施設長 

報告期間 2022 年 4 月 1 日 ～ 2023 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

＜目的及び課題＞ 

コロナウイルス感染対策を行いながらも、ご利用者へ四季にあった行事を開催し、季節を感じ

ながら日常生活を送っていただく。また、職員やご利用者と共に行事を作り上げ、日常生活活性

化、QOLの向上を目指した取り組みとして行事の企画・開催を行う。 

 

＜活動日＞ 

毎月第二火曜日 

 

＜実施内容及び結果＞ 

・4月…五月人形・鯉のぼり飾りつけ 

  各番街に五月人形の設置。鯉のぼりの掲揚を行う。5月いっぱい飾り、ご利用者に楽しんでい

ただいた。 

 

・7月…七夕飾りつけ 

  各番街のご利用者と一緒に笹の飾りを行い、ご利用者やご家族、職員へ短冊に願い事を書い

て飾る。 

 

・7月 13日 そうめん流し 主担当：石間主任（介護） 

 マルシェの外を開放し、そうめん流しをお楽しんでいただいた。ソフト食対応のご利用者もそ

うめん流しへ参加。職員は甚平や浴衣を着て雰囲気作りを行った。流し台の竹の高さが高く流

そうめんの流れが速かったと意見があった為、次回開催時の課題となった。 

 

・8月 31日 ビアガーデン INマルシェ 主担当：山中（事務） 

コロナウイルス感染対策を考えサマーフェスタを中止し代替の催しとして、暑気払いで夏の雰

囲気を感じていただくことを企画。ご利用者と職員が一緒に飲食を楽しむことにより信頼関係

をより深めることに繋がった。 
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・9月 16日・19日 敬老祝賀の集い 主担当：佐々木（介護） 

  9 月 16 日に会食の部として昼食時に寿司バイキングを中心としたお祝い膳を提供することが

できた。 

  9 月 19 日に式典の部とお楽しみの部を開催。最高齢の方にはズボン。米寿の方には櫛や美容

関係を揃えたおしゃれセット。ご利用者全員にご利用者にお祝いの品と、バッグをプレゼン

トした。 

式典の部において、お祝い品を受け取るご利用者の配置も事前にレイアウトに組み込んだこ

とで贈呈の際にはスムーズに行うことができた。 

 

・10月 26日 秋の大運動会 主担当：大崎（介護） 

  スポーツの秋、季節を感じていただきリハビリを兼ねた軽い運動と、ゲームを楽しみ、職員や

ご利用者同士の交流を目的に行なった。競技には糸巻き競争や玉入れの他に、新たにボーリ

ングを取り入れた所ご利用者に好評で、その後毎月行なってほしいと意見が挙がった。 

 

・12月 21日 クリスマスバイキング 主担当：久保田（介護） 

  バイキング形式の食事を用意し、食事を楽しみながら、クリスマス・師走などの 12月の季節

感を味わっていただいた。ご利用者担当の職員がクリスマスカードのメッセージを作成し、

お渡しした。 

当日を迎える前に各番街の委員、職員を中心に飾りつけを行った。 

別日に、イルミネーションを点灯し、多くのご利用者へクリスマスの雰囲気を味わっていた

だくことができた。 

 

・12月 28日 餅つき 

マルシェにて餅つきを行った。ご利用者も餅をついていただき、つきたての餅はからみ餅・あ

んこ餅とそて召し上がっていただいた。 

 

・1月 7日 新年祝賀の集い 主担当：村松（介護） 

年初めのお祝いを行い、米田様・井口様によるお琴と尺八の演奏と、秀美会社中による民謡シ

ョーを開催しご利用者の皆様にお楽しみいただいた。 

 

・2月 3日 節分・豆まき 主担当：野口（介護） 

年男年女を中心に各番街を回りながら豆まきを行い、邪気を払い一年の無病息災を願った。 

鬼役の職員の回るルートが各番街に情報共有が行えていなかったり、豆が不足してしまったり

と、改善する点が多く見られてはいた為、次回に活かしていけるように引き継いでいく。 

 

・3月 28～30日 お花見 ・3月 23日 お花見弁当 主担当：熊澤（事務） 

手作りの手毬寿司等が入ったお花見弁当をマルシェと各番街にて提供し召し上がっていただ

いた。 
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28日は雨天の為、花見ドライブとなり、29日、30日は塔之越里公園内で桜の花を観ていただ

くことができ喜んでいただけた。 

 

＜次年度に向けて＞ 

 ・コロナウイルス感染症の動向確認を行い、サマーフェスタ含めその他行事の開催を協議 

  検討していく。 

 ・各行事開催後の反省を元に、次回開催の行事開催前にしっかり話を詰めていく。 

 ・行事委員だけでなく、各職員へも協力を依頼し施設全体でご利用者の満足度向上に努めてい

く。 

 

以 上 
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事業報告書 
委員会名称 研修委員会 

報告書作成日 2023 年 4 月 11 日 委員長 先﨑 希実 

構成委員 

 

スーパーバイザー 

鈴木貴之（介護・主任）、菅井仁美（介護）、京極智幸（介護） 

大橋紀穂（事務）、渡邊隆介（介護）・先崎希実（介護・副主任９ 

佐藤介護事業支援課長 

報告期間 2022 年 4 月 1 日 ～ 2023 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

＜目的及び課題＞ 

研修の企画、運営、施設内研修実施報告書作成、研修後の報告書回収・管理、研修ポイント管理。 

＜活動日＞ 

毎月第三水曜日 16 時 30 分～ 

＜実施内容及び結果＞ 

 運営基準に基づいた研修の開催。職員の専門知識及び技能向上を目指した。各種委員会開催の

研修の応援やリリースを実施。 

 年間で実施した研修については下欄参照。 

 

 2022 年度 研修実施一覧 

日時 研修内容 講師 受講人数 時間（分） 

4月 25日 

褥瘡発生予防研修ポジショニング 

基礎講座 

山﨑介護係長  終日 

5月 13・16・

17・18・20・

23・24・25日 

新人職員研修 

虎の穴大作戦  

 終日 

   

6月 8日 理事長講話 佐原幹夫理事長   

6月 10日 

6月 24日 

感染症・食中毒予防研修 

標準予防対策とその実践 

髙橋幸雄法人顧問 

34名 

53名 

120分 

90分 

7月 11日 みんなで学ぶ食事介助と口腔ケア研修 

治田悠介先生 

本間久恵先生 

36名 90分 

7月 19日 

7月 28日 

映画鑑賞「しわ」  

26名 

14名 

150分 

7月 19日 

7月 21日 

7月 25日 

7月 28日 

記録システムケアパレット操作説明会 

その① 

高橋哲洋課長 

5名 

11名 

11名 

11名 

120分 

8月 16日 スキルアップ研修その① 高橋統括施設長 8名 90分 
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8月 19日 事故発生防止 服薬について 髙橋好美統括施設長 25名 120分 

9月 23日 スキルアップ研修その② 髙橋好美統括施設長 9名 90分 

9月 26日 

9月 29日 

褥瘡について詳しく知ろう！ 外池永尚施設長 

25名 

18名 

90分 

9月 30日 映画鑑賞「しわ」  21名 150分 

10月 28日 スキルアップ研修その③ 髙橋好美統括施設長 8名 90分 

11月 29日 摂食嚥下 初谷守朗医師   

12月 23日 スキルアップ研修その④ 髙橋好美統括施設長 5名 90分 

1月 17日 

1月 20日 

季節感染症とノロウイルス感染 

吐物処理について 

髙橋幸雄顧問 

28名 

37名 

90分 

1月 15日 

1月 17日 

2月 17日 

ステップアップ研修 

～リーダーの役割と考え方～ 

山﨑介護係長 

5名 

3名 

4名 

60分 

1月 27日 スキルアップ研修その⑤ 髙橋好美統括施設長 6名 90分 

2月 13日 

2月 16日 

研修委員会 

看取り介護研修 

髙橋好美統括施設長 

31名 

13名 

90分 

120分 

3月 8日 

3月 17日 

権利擁護研修 

～あなたならどうする～ 

外池永尚施設長 

46名 

25名 

105分 

90分 

3月 28日 生活習慣病～医者が教えるダイエット～ 高橋統括施設長 34名 90分 

     

 

                    合計受講者人数：447 名  合計時間：1830 分 

 

 ＜2022 年度ポイントゲッター＞ 

 ポイントカードを作成し、研修実施時にスタンプで押印し、研修参加回数の多い職員上位 

 10 名を 2022 年 3 月職員会議にてにポイントゲッターとして表彰を行い、豪華粗品の謹呈を行

った。受講ポイント上位者は以下のとおり。 

 

順位 獲得ポイント 氏  名 順位 獲得ポイント 氏 名 

1位 28ポイント 清水 麻子 5位 20ポイント 長井 真希子 

2位 24ポイント 久保田 伸一 6位 19ポイント 村松 浩恵 

3位 22ポイント 津島 昭子 7位 18ポイント 山﨑 諭憲 

4位 21ポイント 鈴木 貴之 7位 18ポイント 京極 智幸 

5位 20ポイント 西山 奈智子 8位 17ポイント 張 慧蓉 
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＜2022 年度総括＞ 

  新型コロナウイルス感染拡大により研修が延期や中止となることも多くあり、前年度より研

修数、時間ともに少ない傾向にあったが、感染症状況を鑑みて急遽研修会等を企画するに至っ

たが、参加者は多く職員の意識が高まっていると感じた。 

研修について職員へアンケートを行ったが書式が前の様式であった為、集計方法がしっかり行

えていなかった。 

2022 年 11 月 11 日の川崎市実地指導での指摘事項である看取り研修を年度末 3 月の開催にな

ったが行うことが出来た。引き続き施設運営基準に設けられている研修については漏れのない

よう企画を行うようにしていく。介護福祉士受験対策講座（スキルアップ研修）については、5

回の研修を開催し、本年度 1 名受検し合格することができた。 

 

＜次年度に向けて＞ 

 ・今年度実施できなかった救命救急講習の企画。 

・施設運営規定で行う研修会の開催確認。 

・職員からのアンケートに踏まえた研修の実施。 

・来年度は介護福祉士を受検職員が多くなる為、受験・合格へ向け「介護福祉士受験対策講座」  

に注力していきたい。 

・引き続き、全職員が受講できるような開催時刻調整や周知方法について追及し、職員のスキル

アップ向上を目的、施設サービスの向上に努めていく。 

 

以上 
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事業報告書 
委員会名称 栄養食事ケア検討委員会 

報告書作成日 2023年 3月 31日 委員長 中里 蘭 

構成委員 

 

 

スーパーバイザー 

山崎なみき（看護・主任）、先崎希実（介護・副主任）、小曽根千恵（介護・副主任）

山森啓子（栄養）、板垣精一（介護）、舘前純子（介護）、鈴木和代（介護）、 

藤本エリカ（介護）、アンジャネット（介護）、米田昭子（介護）、中里蘭（介護） 

山﨑介護係長 

報告期間 2022年 5月 1日 ～ 2023年 3月 31日 11 ヶ月間 

＜目的及び課題＞ 

食事に関するケア及び質の向上を図る為の取り組みを行う。 

 

＜活動日＞ 

毎月第一水曜日 16 時 30分～ 

参加人数確保の為日程変更後→毎月第一木曜日 16時 30分～ 

 

＜実施内容及び結果＞ 

1． 口腔体操の実施について 

まずは委員のメンバーで口腔体操の方法を再度確認し、率先して口腔体操を実施し、方法

を知らないらない・もしくは慣れていない職員へは教える。CW が実施出来ない場合は他職

種(主にキッチンエイド)とも連携を取りながら、食前の当たり前のケアとしての定着を図

った。しかし、3 ヶ月するとユニット型では実施していないことが多々あることがある為、

定期的に委員から発信、実施を促していくようにした。 

 

2. ミルメイクの廃棄量について 

   一昨年より毎週水曜日に提供を開始したミルメイクだが、10ℓ作り 6ℓ破棄が出ていると栄養

係から報告を受ける。なぜそんなにも破棄されてしまうのか検証した結果、厨房から各番

街へ上膳される時間が 10時だと臥床されているご利用者が多く提供が困難だということが

わかり、上膳時間を早めたところ、廃棄量が開始当初はコップ 1杯に減少する。(現在は平

均して約 2ℓ) 

 

3. 各番街の冷蔵庫内の調味料について 

   ご利用者の食事摂取量の向上と共に、好みに合わせた食事を提供できるよう、現在冷蔵庫

内で保管している醤油・ソースの他に欲しい調味料はないか、ご利用者に向けてのアンケ

ート(口頭でも)を作成する。集計の結果・協議の結果、お酢を新たに冷蔵庫内で保管するこ

ととなる。 
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4. 誕生日会のマニュアル作成について 

   誕生日会を実施する意義【年に 1 度のご利用者の誕生日を、これまで生きてきた人生に敬

意を表してお祝いすると共に、これからのさらなる健康を願って同丁目の方と職員がお祝

いする】を念頭に置き、統一した誕生日会を開催できるようにマニュアルを作成した。新た

に誕生日メッセージボードと、それを立てかけるイーゼルを各番街に用意し、より華やか

な演出を取り入れた。今年度からはピアニカ・アコースティックギター・ウクレレ・フルー

トといった楽器演奏も交えてのお祝いを実施し、ケーキを召し上がられた後に皆さんで懐

かしの歌を歌われ同丁目の方との交流を深められる時間にもなっている。 

また、ご利用者担当職員が作成するお誕生日のメッセージカードが作成忘れで誕生日当日

にない、または即席の印字されたメッセージのみということが多々目立っていた為、共有

のメッセージ作成ボックスを 2 番街キャビネット内に設置し、作成忘れがあった場合は当

日のリーダーが中心となって職員に寄せ書き等声を掛け、記念写真でメッセージカードが

ないという状態をなくすことができた。 

 

5. 新バンダナ作成について 

   昨年度から検討していた、現在使用しているバンダナより厚手の生地で食べこぼしがご利

用者の洋服まで浸透しない、レジデンシャル常盤台で使用しているテーブルクロスで作っ

たバンダナをレジデンシャル百合ヶ丘でも作成することとなる。しかし、生地のサンプル

を取り寄せ、モニタリングし検討を重ねることを計 2 回行なった為、生地・型を決めて作

成完成するまで半年以上かかってしまった。5 種類のバンダナを計 56 枚作成。専用の蓋付

き容器に留め具と共に保管する。以前のバンダナより新バンダナの方が大きく撥水もあり、

膝元で 5 ㎝程折り返し両端をクリップで留めて食残を受け止めるポケットを形成するとい

う工夫を取り入れ、自立介助を促しやすいというメリットが生まれた。 

 

6．ご利用者の栄養状態について（利用者体重測定表） 

   昨年度から引き続き、ご利用者の体重の増減とそれに伴う栄養科・医務からのアプローチ

を含めた状況表を照らし合わせて、委員で毎月話し合い改善点をあげて各番街の介護職員

への周知を図った。 

 

＜次年度に向けて＞  

１．口腔体操の実施について 

定期的に委員から他職員へ、口腔体操は当たり前のケアという発信をして意識づけを行な

い、多職種(主にキッチンエイド)と連携を取りながら実施していない番街がないようにし

ていきたい。（口腔対応のエビデンスについてもしっかり周知していく。） 

２．誕生カードについて 

   定期的にメッセージ作成ボックス内をチェックし補充を行ない、活用できるよう周知を図

っていく。 
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事業報告書 
委員会名称 入浴ケア検討委員会 

報告書作成日 2023年 3月 31日 委員長   鈴木 貴之 

構成委員 

 

スーパーバイザー 

新井ちさと（介護）、高山敬子（介護）、小倉悦子（介護）、野口正子（介護）

小林由和（看護）、鈴木貴之（介護・主任） 

山崎介護係長 

報告期間 2022年 4月 1日 ～ 2023年 3月 31日 12 ヶ月間 

＜目的及び課題＞ 

 ・入浴に関するケア及び質の向上を図る為の取り組みを行なう。 

 ・入浴剤を使用し、心身のリラックス効果の期待と入浴時の全身状態の確認による異常の早期

発見と早期対応。 

 

＜活動日＞ 

 ・毎月第 2木曜日 

 

＜実施内容及び結果＞ 

①「名湯めぐり」及び「季節の湯」の実施。 

毎月の 3日間に実施日を設定し実施。また季節の湯として 5月に菖蒲湯、12月にゆず湯、そし 

て３月にさくらの香り湯を実施。各月の名湯めぐりについては以下の通り実施。 

5月 菖蒲湯 5/4～5/6  11月 コロナ対応の為未実施 

6月 箱根温泉 6/23～6/26 12月 ゆず湯 12/22～12/24 

7月 草津温泉 7/28～7/30 1月 白骨温泉 1/26～1/28 

8月 コロナ対応の為未実施 2月 霧島温泉 2/24～2/26 

9月 白浜温泉 9/8～9/10 3月さくらの香り湯 3/24～3/26 

10月 登別温泉 10/20～10/22  

 

今年度はコロナ感染症の対応で実施出来ない月が 2 回もあり、昨年度より名湯めぐりを開催

出来ないのが残念であった。また、入浴介助者が入浴剤を入れ忘れるという事もしばしば見

受けられた。チェック表の再周知と開催時のリリースを再徹底していくべきだと改めて感じ

た。外国籍の職員も増えてきたので、周知する際にはルビを振るなどの対応も必要かと感じ

た。ポスターについては昨年度まで使用していた大伴ポスターに記載されている日程を消し、

新たにポスターを印刷した。これにより実施日が毎年変わっても次年度以降も再使用できる

ようになった。また、今年の 9 月以降の月からは各入浴委員が掲示用のポスター作成を担当

し、その温泉らしさと委員のセンスを感じられるポスターを活用。オリジナリティのあるポ

スターを使用する事によってより、温泉気分を楽しめて頂けたと感じる。 
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②入浴ケア物品の管理、メンテナンスについて。 

今年度より、F浴でスライディングボードを使用する事となった。使用することにより、移乗方

法の統一化が出来た。そして何より職員の腰痛予防に対応できたと実感。また、個浴の浴槽には

手すり及び移乗台を設置した。これにより浴槽を跨ぐ際により安全に介助出来、ご利用者がよ

り安心する入浴ケアを提供できたと感じた。 

また、入浴介助する職員より、「もう少し髪の毛が早く乾くようにしてほしい」と要望があり、

新たに各浴室に 4台ドライヤーを購入した。 

 

③入浴専門の職員の配置及び浴室の清掃について 

今年度より、入浴専門の職員が入った。その方々と共にロイヤリティのある入浴介助も目指し

たが、離職等もあり叶わなかった。 

前年度より毎月の委員会開催後に各フロアの浴室を点検し整理、整頓、清掃することを決めて

いたが、実施できなかった。 

 

＜次年度に向けて＞ 

名湯めぐりについては毎月実施する形になっている為、引き続き実施していく。入浴剤の入れ

忘れに関しては次年度では、入浴担当表にその旨記載し忘れないようにしていく等の対策を検

討していく。今年度は指導監査があるという事で入浴介助の見直しを実施したが、リニューア

ルという形まで運ぶ事が出来なかった。次年度には第一にマニュアルの改訂を実施していただ

きたい。 

 現状で満足せず、今後もより良い入浴ケアの提供を目指し入浴業務をされている職員から話を

汲み取り、委員会で話し合い協議していって頂きたい。 

以上。 
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事業報告書 
委員会名称 排泄ケア検討委員会 

報告書作成日 2023 年 4 月 26 日 委員長 深沢夏鈴 

構成委員 

 

 

スーパーバイザー 

山﨑なみき（看護・主任）、西山奈智子（介護・副主任）、クリスアン（介護）

矢口起美代（介護）、齋藤朝代（介護）、及川悌明（介護）、館前純子（介護）

増井太一（看護）、深沢夏鈴（介護） 

山﨑係長 

報告期間 2022 年 4 月 1 日 ～ 2023 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

＜目的及び課題＞ 

排泄に関するケア及び質の向上を図る為の取り組みを行う。 

 

＜活動日＞ 

毎月第 4 金曜日 16:30～ 

 

＜実施内容及び結果＞ 

➀クリーンルーム内の清掃マニュアルについて 

昨年度にクリーンルームの清掃マニュアルを作成し実施してきた。クリーンルームの清掃及び

陰洗ボトル等の消毒は継続して出来ているが、ゴミ箱の清掃、洗濯槽の清掃等は実施出来てい

ないことが見受けられる。次年度に引継ぎ再度周知と徹底をしていく。また、クリーンルーム内

清掃チェックシートを、毎月初めに新しい用紙に変更した。 

 

②バルーンパックカバーの見直し 

現段階ではカバーの個数は足りていたが、保管場所が固定されていなかったため、バルーンパ

ックカバーの保管場所（機能訓練室）を設けた。また、バルーンパックカバーの交換が日常的に

行えていない事が判明したため、入浴準備の際にバルーンパックカバーの準備を行い、入浴後

に交換することとした。 

 

③陰洗ボトルの洗浄について 

陰洗ボトルの保管の仕方が不衛生なのではないかとの意見があったため、陰洗ボトルを立てか

けることのできる置物と、その下に敷く珪藻土マットを購入し、使用を開始した。 

 

④ご利用が使用している排泄物品一覧表について 

各入居者が使用する排泄物品一覧表についてクリーンルーム内に掲示してあるが、ご利用者の 

入退所及び ADL 等の変化によって変更した際に更新をしていった。変更がなくても月に 1 回を

目安に更新をした。 
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⑤研修の実施 

当初 8 月から 9 月に予定していた研修だったが、コロナ感染症の対応があり延期となってしま

い、3 月に研修を実施する事が出来た。今回もリブドゥコーポレーションのご協力で、オムツの

当て方、陰部洗浄についての研修を実施。研修に参加した職員には二人一組になり、実際にリハ

ビリパンツの履き心地を体験してもらった。 

 

＜次年度に向けて＞ 

今年度は、排泄のメカニズムとオムツの当て方の 2 種類の研修を行う予定だったが、感染症 

対応期間が重なってしまい、オムツの当て方研修のみの実施となってしまった。また、 

準備期間がギリギリになってしまい、研修が 1 日しか行えず参加人数が少なかったため、 

次年度はもう少し準備期間を設け、排泄のメカニズムの方の研修も行ないたい。 

委員会の開催についても定例開催がほとんどできなかった。次年度はしっかりと定例開催をし、

ご利用者の排泄ケアについても検討していきたい。 

 

                                    以上 
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事業報告書 
委員会名称 業務改善プロジェクトチーム 

報告書作成日 2023 年 4 月 14 日 委員長 鈴木 貴之 

構成委員 

 

 

スーパーバイザー 

長井真希子（介護・主任）・山﨑なみき（看護・主任）・大金美保（相談・主任） 

先崎希実（介護・副主任）・佐々木理志（介護・副主任）、菅井仁美（介護）、深沢夏鈴

（介護）、矢口起美代（介護）、増井太一（看護）、鈴木貴之（介護・主任） 

山崎係長・佐藤課長 

報告期間 2022 年 4 月 1 日 ～ 2023 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

＜目的及び課題＞ 

業務内容の課題を抽出、整理しメンバーで協議を行ない、各セクションへフィードバックして

いく。 

＜活動日＞ 

不定期開催 

＜実施内容及び結果＞ 

4 月から新たにメンバーを招集しプロジェクトチームを結成。2 週間に 1 回を目安に集まり各番

街と医務、相談から挙げられた課題や問題点を挙げていった。 

初めは各セクションの課題を付箋に記入しその後、課題をカテゴリー分けしていった。既存の

委員会で解決すべき問題は委員会へ課題を投げかけていった。それでも解決しない事案につい

ては業務改善のメンバーで話し合いを行なった。 

今年度注力をしたのは口腔ケアについてである。今年度の入院者の統計を確認すると、誤嚥性

肺炎での入院者が多く見られた。主な要因として食後の口腔ケアがしっかりとできておらず、

食事、排泄介助の優先順位が先になってしまっている。そこでまず初めにご利用者の口腔ケア

の物品や口腔ケアをするための道具を用意していった。次に食後に口腔ケアをするという業務

のルーティン化を多床室とユニットで分けて決定していった。流れについては以下の通りとし

た。 

 

・多床室 

食後リビングにある洗面台で口腔ケアをする方と、食後居室で口腔ケアをする方を分け 

口腔ケアをしてから排泄介助に入る。 

・ユニット 

各ユニットの洗面台で口腔ケアをする方と居室で口腔ケアをする方を分け、口腔ケア 

をしてから排泄介助に入る or 排泄介助をしてから口腔ケアをする 

 

2022 年 7 月より開始をしたが開始直後は‘業務が増えた’、‘時間がない’といった声が挙がっ

たが、口腔ケアはやらなくてはいけない業務であり、食事、排泄と同じくらい必要なケアである

事を伝え続けていった。職員の理解と実施に時間を要してしまい、2023 年 2 月頃にようやく、
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流れが定着していき職員一人一人が口腔ケアを意識して行っている様子が見受けられ、何より

実感しているのがご利用者の誤嚥性肺炎での入院が減っている事である。これは、ひとえに口

腔ケアの重要性が表れているのだと思われる。 

 

 

＜次年度に向けて＞ 

 ・今年度取り組んだ口腔ケアについて、新年度より「口腔ケア検討委員会」が発足する為、 

  今後の取り組みに期待したい。 

・次年度も新たなメンバーでまだ解決出来ていない課題や新たな課題を抽出し解決していきた

い。活動日に関しては定例化し、確実に委員が集まれるスケジューリングを行う。 
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事業報告書 
クラブ名称 民謡クラブ 

報告書作成日 2023 年 4 月 27 日 主担当 山中 辰 

担当職員 

 

スーパーバイザー 

大金美保（相談・主任）、西山奈智子（介護・副主任）、浦山真理子（介護）、

清水麻子（看護・機能訓練）、山中辰（事務）、熊澤麻衣子（事務）  

外池施設長 

報告期間 2022 年 4 月 1 日 ～ 2023 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

＜講師＞ 

秀美会会主 大塚千代美先生 

尺八奏者  飯田俊孝 先生 

三味線   高浪真紀子先生 

＜定例活動日＞ 

毎月第 2 木曜日・第 4 月曜日  14：00～15：00 

＜活動実績（日時：参加人数：内容等）＞ 

民謡クラブ開催日には、早くから開催場所で待機しているご利用者や太鼓を叩く為に降りてく

るご利用者がいるほど、大塚先生が来るのを楽しみにしており、先生のご指導の下、尺八、三味

線、太鼓の生伴奏で各地の民謡を唄っている。また、中盤の体操では、先生がお昼ご飯の内容 

を聞くことがあり、その質問に答えるためにお昼ご飯の内容をメモに取るご利用者もいるほど

楽しみにしている。民謡クラブは、心身の状態にとらわれずに、誰でも参加ができるクラブ活動

であり、毎回多くのご利用者が参加している。 

（開始からの流れ） 

 

13:45～誘導開始 14:00～ 民謡クラブ開始 15:00～ 終了・誘導・反省会 

2022 年度の活動実績は以下のとおり。 

実施月 実施回数 参加人数 実施月 実施回数 参加人数 

4 月 2 回 64 名 10 月 2 回 57 名 

5 月 1 回 36 名 11 月 1 回 25 名 

6 月 2 回 70 名 12 月 1 回 22 名 

7 月 2 回 61 名 1 月 2 回 61 名 

8 月 1 回 38 名 2 月 2 回 66 名 

9 月 2 回 72 名 3 月 2 回 58 名 

  計回、630 名が参加した。  

＜次年度に向けて＞ 

・太鼓を叩くご利用者が固定化されているので多くのご利用者に太鼓を担当していただく。 

以上 
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事業報告書 
クラブ名称 ミュージックピアッツァ 

報告書作成日 2023 年 4 月 27 日 主担当 山中 辰 

担当職員 

 

スーパーバイザー 

山中辰（事務）、廣野園子（看護）、清水麻子（看護・機能訓練）、 

浦山真理子（介護）、座間知子（相談） 

外池施設長 

報告期間 2022 年 4 月 1 日 ～ 2023 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

＜定例活動日＞ 

毎月第 2 火曜日・第 4 火曜日 13：45～14：30 

 

＜講師＞ 

玉本 博恵先生（リリムジカ所属） 

 

＜活動実績（日時：参加人数：内容等）＞ 

ミュージックピアッツァは、講師に音楽療法士の玉本先生をお招きし、毎月 2 回の音楽療法 

“ミュージックピアッツァ”を行っている。 

歌の選曲は、季節、流行、ご利用者からのリクエストなどを取り入れ、導入、体を動かす楽曲、

楽器を使う楽曲、終わりの曲といったプログラムと、プログラムに基づいた、歌手の顔写真やレ

コードのジャケット写真など、歌に関係する写真や絵も先生がご用意下さり、開催中はそれら

を大型スクリーンに投影し、歌を回想できるようにしている。 

今年度はご利用者の見守りが難しい為、ZOOM を使った取り組みを中止し、ご利用者にできる

限り開催場所へ来ていただくこととしている。 

 

開催日、開始前から待機しているご利用者もおり、とても楽しみにされている。 

また、川崎市音楽療法推進事業にも取り組んでおり、1 年を通して数名のご利用者を対象に取組

の評価・記録を行い、年度末に報告書を作成し川崎市に提出した。 

 

コロナウイルス感染症対応として、ソーシャルディスタンスを意識した配置や、換気。会終了

後、使い終わった楽器はアルコール消毒を行った。 

 

（開始からの流れ） 

13:30 頃 誘導開始 13:45 ミュージックピアッツァ開始 14:30 終了・振り返りと評価 
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＜次年度に向けて＞ 

・評価対象とするご利用者には最前列にて案内し、先生と一緒に様子観察をする。 

・新しく楽器を購入し、ご利用者に選択をする幅を広げられるようにする。 

 

2022 年度の活動実績は以下のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

計 20 回開催、635 名参加 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 日付 参加人数 実施月 日付 参加人数 

4 月 12 日 

26 日 

33 名 

28 名 

10 月 11 日 

25 日 

18 名 

30 名 

5 月 10 日 

 

36 名 

 

11 月 8 日 

24 日 

33 名 

33 名 

6 月 14 日 

28 日 

35 名 

30 名 

12 月 27 日 

 

31 名 

 

7 月 15 日 

26 日 

35 名 

28 名 

1 月 10 日 

24 日 

26 名 

34 名 

8 月 23 日 

  

36 名 

 

2 月  14 日 

 28 日   

 30 名 

 35 名 

9 月 13 日 

27 日 

38 名 

36 名 

3 月 14 日 

 

30 名 
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事業報告書 
クラブ名称 のど自慢大会 

報告書作成日 2023 年 4 月 26 日 主担当 山中 辰 

担当職員 

 

山中辰（事務）、諏江信雄（カフェマスター）、大橋紀穂（事務） 

浦山真理子（介護）、清水麻子（看護・機能訓練） 

報告期間 2022 年 4 月 1 日 ～ 2023 年 3 月 31 日 12 ヶ月間 

＜定例活動費＞ 

毎月第 1 水曜日・第 3 水曜日・第 5 水曜日（第 5 週時）  14：00～15：00 

 

＜活動実績（日時：参加人数：内容等）＞ 

・カラオケ機器の得点モードを使用し、ご利用者同士で得点を競いあい、当回の、準優勝、準々

優勝さらに特別賞を決め、トロフィーを授与している。 

・トロフィーは居室に飾り保管し、次回で返還することとしている。 

今では、居室にトロフィーを飾ることが、大会のステータスになっている。 

・年末には 1 年の締め括りとして“グランドチャンピオン大会”を開催し、優勝者には大きな

トロフィーを授与、優勝者の称号としてペナントに名前を記入し飾っている。 

・段位表も作成し、トロフィーを授与されると氏名、歌った曲、日付、得点を記入。更に一段ず

つ昇段していき名人を目指すといった取り組みを行った。 

・年始には紅白歌合戦としてチーム戦での取り組みを行っている。 

 

のど自慢大会開催の時期が近づくと、ご利用者があらかじめ何を歌うか決め、練習の唄声が

フロアから聞こえたり、マルシェのカラオケ機器にて事前に練習する方もいらっしゃり、の

ど自慢大会への参加を楽しみしている様子が伝わってくる。 

開催日の午前中、担当が各番街を訪ねて、大会にエントリーするご利用者を募り、歌う曲名を

確認することで、会の進行がスムーズになるように工夫している。 

  また、全員の誘導が終わるまでの待ち時間には退屈をさせないように BGM の代わりとして 

  歌付きの歌をカラオケ機器にて選曲してご利用者が退屈しないようにしている。 

  

  今年度は、新たな参加者が多くなり、いつもとは違う選曲や新たなライバルが出現しより一

層参加者の気合が入っている様子が伺える。 

 

第 5 週の水曜日も引き続き開催し、チーム戦を行った。 

  

（開始からの流れ） 

13:45 頃 誘導開始  14:00 のど自慢大会開催  14:55 結果発表＆トロフィー授与 
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＜次年度に向けて＞ 

 新規で歌って下さるご利用者も増えてきており、全員をエントリーするのが難しくなって 

 きている。約 12 名でプログラム時間が終わるのでエントリーを選ぶ必要が出てきている。 

 来年度は、プログラム内容の見直しが必要を行っていく。 

 

  

2022 年度の活動実績は以下のとおり。 

 

計 21 回開催、667 名参加 

以上 

実施月 日付 参加人数 優勝者 準優勝者 準々優勝 

4 月 6 日 

20 日 

35 名 

29 名 

古谷様 

古谷様 

伊藤様 

北村様 

堀井様 

谷口様 

5 月 4 日 

18 日 

33 名 

32 名 

伊藤様 

伊藤様 

古谷様 

北村様 

吉澤様 

古谷様 

6 月 1 日 

15 日 

29 日 

31 名 

32 名 

28 名 

伊藤様 

植松様 

 

原 様 

吉澤様 

吉澤様 

北村様 

7 月 6 日 

24 日 

32 名 

38 名 

伊藤様 

堀井様 

原 様 

伊藤様 

古谷様 

渡邉様 

8 月 3 日 中止 

17 日 

 

25 名 

 

古谷様 

 

伊藤様 

 

小林様 

9 月 7 日 

21 日 

31 名 

37 名 

伊藤様 

萬里小路様 

萬里小路様 

古谷様 

吉澤様 

岡本様 

10 月 5 日 

19 日 

31 名 

31 名 

萬里小路様 

古谷様 

北村様 

小林様 

吉澤様 

川本様 

11 月 2 日 

16 日 

29 名 

31 名 

萬里小路様 

伊藤様 

伊藤様 

小林様 

小林様 

古谷様 

12 月 中止   

 

   

1 月 

グラチャン 

4 日 

20 日 

22 名 

18 名 

谷口様 

小林様 

小林様 

吉澤様 

伊藤様 

萬里小路様 

2 月 2 日 

15 日 

26 名 

35 名 

萬里小路様 

萬里小路様 

伊藤様 

小林様 

吉澤様 

伊藤 

3 月 8 日 

22 日 中止 

32 名 

29 名 

西村様 

宮澤様 

塚本様 

伊藤様 

伊藤様 

古谷様 
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事業報告書 
クラブ名称 よいどころ 

報告書作成日 2023 年 4 月 26 日 主担当 浦山真理子 

担当職員 

 

外池永尚施設長、諏江信雄（カフェ）山田邦彦（栄養）、小曾根千絵（栄養） 

廣瀬千鶴（介護）、浦山真理子（介護）、相談係、事務課 

報告期間 2022 年 4 月 1 日 ～ 2023 年 3 月 31 日  12 ヶ月間 

＜活動日＞ 

毎月 1 回程度 16：00～17：30 

 

＜活動実績（日時：参加人数：内容等）＞ 

・常盤台農園の旬の野菜をメニューに盛り込み、美味しいおつまみとお酒、ソフトドリンクを提供

し、後半はカラオケをご利用者に楽しんで頂いている。 

・日常の食事では提供できないものや、季節を感じる一品など、ご利用者からのリクエストにもお

応えしながら、家庭的な料理を提供している。 

・ご利用者の食形態に合わせて食べやすいように臨機応変に対応し、食欲が低下した方には食を

そそるような料理を提供している。 

＊今年度の活動実績 

実施日 参加人数 メニュー等 

4 月 13 日 31 名 筍ごはん、菜の花の辛し和え、筍の煮物、若竹汁 

6 月 8 日 40 名 カツオのタタキ、大根の煮物、アスパラガスとトマトサラダ 

2 月 22 日 30 名 揚げ出し豆腐、おつまみ三種盛り 

3 月 15 日 34 名 焼きうどん、季節の二種盛り 

 

計４回、延 135 名が参加された。 1 回来店者数：平均 33.7 名 

 新型コロナウイルス感染症の影響もあり今年度も４回の開催となった。 

 

＜次年度に向けて＞ 

・月 1 回のよいどころを皆様とても楽しみにされているため、引き続き、安全に、美味しく、 

 旬の食材を楽しんで頂けるよう、担当者間で連携し、運営していきたい。 

・来年度より毎月第 4 水曜日の開催となる。 

                                      以上 

 


